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新「秩父市」誕生新「秩父市」誕生！！

［市の人口］
72,960人
男=35,719人
女=37,241人
前月比－110人

［世帯数］
26,107世帯
前月比－48世帯

平成17年3月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）



市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。 ❷

　

平
成
17
年
４
月
１
日
、
秩
父
市
、
吉

田
町
、
大
滝
村
、
荒
川
村
の
１
市
１
町

２
村
が
合
併
し
、
新
「
秩
父
市
」
が
誕

生
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歴
史
的
な
日
を
迎
え
る
ま
で
の

間
、
ご
支
援
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
関

係
各
位
に
対
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
温
か
い
ご
理
解
を
賜
り
ま

し
た
住
民
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
市
長
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

私
が
秩
父
市
長
職
務
執
行
者
と
し
て
職

務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、
初
代
市
長
誕
生
ま
で
全
力
で

　秩父市、吉田町、大滝村、荒川村の１市１町２村が、　秩父市、吉田町、大滝村、荒川村の１市１町２村が、
４月１日に合併し、新「秩父市」が誕生しました。４月１日に合併し、新「秩父市」が誕生しました。
　新市の将来像「まち輝き　むら際だち　森と水のちから　新市の将来像「まち輝き　むら際だち　森と水のちから
ほとばしる　助けあい　温もりのまち　ちちぶ」を目指し、ほとばしる　助けあい　温もりのまち　ちちぶ」を目指し、
新たなるまちづくりがいよいよスタートしました。新たなるまちづくりがいよいよスタートしました。

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
「
秩
父
市
」
は
、
幾
重
に
も
織
り

な
す
山
々
の
緑
や
蒼
く
澄
ん
だ
水
の
流

れ
、
四
季
折
々
に
咲
き
乱
れ
る
花
な
ど

豊
か
で
素
晴
ら
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
１
市
１
町

２
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
今
後
も
さ
ら
に
大
き
く
育
て

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
新
市
の
体
制
も
、
総
合
支

所
方
式
と
し
、本
庁
（
旧
秩
父
市
役
所
）

と
各
総
合
支
所
（
旧
各
町
村
役
場
）
な

ど
が
緊
密
な
連
携
を
と
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と

と
も
に
地
域
の
生
活
や
文
化
、
個
性
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
理
想
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

合
併
は
手
段
で
あ
り
、
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。

　

魅
力
的
で
「
夢
」
の
あ
る
新
市
に
す

る
た
め
、
合
併
協
議
会
で
決
定
い
た
だ

き
ま
し
た
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
ま
ち

輝
き　

む
ら
際
だ
ち　

森
と
水
の
ち
か

ら
ほ
と
ば
し
る　

助
け
あ
い　

温
も
り

の
ま
ち　

ち
ち
ぶ
」
に
向
か
っ
て
、
市

民
の
皆
様
と
協
力
し
、
行
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
「
秩
父
市
」
誕
生

に
当
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

秩
父
市
長
職
務
執
行
者

猪　

野　

正　

一

「
夢
」
に

「
夢
」
に

向
か
っ
て

向
か
っ
て

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
❸

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
新
市

の
将
来
像
、
基
本
理
念
・
基
本
方
針
を

基
に
、
市
民
が
望
む
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
代
表
的
な
取
組
を
、
10
の

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強

力
に
推
進
し
、「
秩
父
大
好
き
人
間
」

の
育
成
を
は
じ
め
、
森
林
資
源
を
積
極

的
に
活
用
し
た
新
産
業
の
創
出
、
生
活

基
盤
の
整
備
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
自

然
環
境
の
保
全
、
生
活
環
境
の
向
上
な

ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
す
べ
て
の
人
々
が
助
け
あ
い
、
安

心
し
て
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る

温
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

新
市
の
将
来
像

「
ま
ち
輝
き　

む
ら
際
だ
ち

　
　
　

森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る

助
け
あ
い　

温
も
り
の
ま
ち　

ち
ち
ぶ
」

基
本
理
念
と
７
つ
の
基
本
方
針

【
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
助
け
あ
い
温
も
り
の
ま
ち
】

【
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
助
け
あ
い
温
も
り
の
ま
ち
】

　

基
本
方
針
１

　

基
本
方
針
１

　
　

「
人
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
人
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

基
本
方
針
２

　

基
本
方
針
２

　
　

「
や
す
ら
ぎ
と
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
や
す
ら
ぎ
と
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

【
伝
統
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
】

【
伝
統
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
】

　

基
本
方
針
３

　

基
本
方
針
３

　
　

「
次
代
を
担
う
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
次
代
を
担
う
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

　

基
本
方
針
４

　

基
本
方
針
４

　
　

「
と
も
に
き
ず
く
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
と
も
に
き
ず
く
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

【
森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
ま
ち
】

【
森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
ま
ち
】

　

基
本
方
針
５

　

基
本
方
針
５

　
　

「
う
る
お
い
と
憩
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
う
る
お
い
と
憩
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

基
本
方
針
６

　

基
本
方
針
６

　
　

「
森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

基
本
方
針
７

　

基
本
方
針
７

　
　

「
ふ
れ
あ
い
と
感
動
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

「
ふ
れ
あ
い
と
感
動
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

新「
秩
父
市
」の

こ
れ
か
ら

新「
秩
父
市
」が

誕
生
す
る
ま
で

平
成
16
年
４
月

秩
父
地
域
４
市
町
村
（
秩
父
市
、

吉
田
町
、
大
滝
村
、
荒
川
村
）
で

「
秩
父
合
併
協
議
会
」
設
置

平
成
16
年
５
月

新
市
の
名
称
が
「
秩
父
市
」
に
決
定

平
成
16
年
７
月

合
併
協
定
書
調
印
式

４
市
町
村
議
会
で
合
併
議
決

平
成
16
年
10
月

埼
玉
県
知
事
が
４
市
町
村
の
廃
置

分
合
を
決
定

平
成
16
年
11
月

総
務
大
臣
告
示

平
成
17
年
４
月
１
日

新
「
秩
父
市
」
誕
生



❹

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
区
以
外
に
お
出
か
け
の
場
合

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

と　

き　

４
月
25
日
㈪
〜
30
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
60
年
５
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今
年
の

１
月
23
日
ま
で
に
秩
父
市
（
旧
・
吉
田

と
こ
ろ　

秩
父
市
役
所
３
階
第
1
会
議

室
、
吉
田
総
合
支
所
、
大
滝
総
合
支
所
、

荒
川
総
合
支
所

※
住
民
登
録
地
の
市
役
所
ま
た
は
総
合

支
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

入
場
券

　

５
月
１
日
㈰
午
後
９
時
か
ら
、
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22
ー
８
２
０
０
（
直
通
）

　

４
月
８
日
以
降
、
市
内
異
動
の
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

町
、
大
滝
村
、
荒
川
村
を
含
む
）
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
も
、
選
挙

期
日
（
投
票
日
）
ま
で
に
秩
父
市
か
ら

転
出
し
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

市
長
選
挙
の
開
票

市
長
選
挙
の
開
票

秩
父
市
長
選
挙
の
投
票
日
は

秩
父
市
長
選
挙
の
投
票
日
は

　
　

５
月
１
日
㈰

５
月
１
日
㈰
で
す
で
す

　
　
　
　

告
示
日
：
４
月
24
日
㈰

市
内
異
動
者
の
投
票

市
内
異
動
者
の
投
票

選
挙
権
の
あ
る
方

選
挙
権
の
あ
る
方

期
日
前
投
票

期
日
前
投
票

投票所一覧表
１．旧秩父市地域 ２．旧吉田町地域
投票区 投　票　所 投 票 区 の 範 囲
1 福祉女性会館内 日野田町・野坂町

2 歴史文化伝承館内 熊木町・東町

3 上野町公会堂内 上野町・番場町

4 宮側町公会堂内 宮側町・道生町

5 上宮地町公会堂内 上宮地町

6 クラブハウス２１内 中宮地町・下宮地町

7 下郷福祉交流
セ ン タ ー 内

阿保町・大畑町・滝の上町・
宮崎

8 秩 父 市 保 健
セ ン タ ー 内

桜木町・金室町・永田町・柳
田町・相生町

9 中村町公会堂内 中村町・近戸町

10 剣道場明信館内 中町・本町

11 花の木小学校
体 育 館 内

上町一丁目・上町二丁目・上
町三丁目

12 別所公会堂内 別所

13 尾田蒔公民館内 上寺尾・中寺尾・下寺尾の一
部・中蒔田

14 田村公会堂内 上蒔田・田村

15 招木公会堂内 下寺尾の一部・下蒔田

16 文 化 体 育
セ ン タ ー 内 大野原

17 原谷公民館内 諏訪・上黒谷の一部

18 下黒谷公会堂内 上黒谷の一部・下黒谷

19 久那公民館内 上久那・中久那・巴川

20 高篠公民館内 下山田・栃谷本・栃谷・定峰

21 高篠保育所内 上山田・中山田

22 大田公民館内 太田上・太田下・伊古田・品
沢の一部・堀切の一部

23 小柱農村集落
セ ン タ ー 内 堀切の一部・小柱

24 品 沢 集 会
セ ン タ ー 内 品沢の一部

25 旭町公会堂内 旭町・巴町

26 影 森 小 学 校
体 育 館 内

宮本町・栄町・大沼町・八幡
町

27 浦山公民館内 森川

28 老人福祉セン
ター渓流荘内 南

投票時間
　第１投票区～第28投票区：午前７時～午後８時

投票区 投　票　所 投 票 区 の 範 囲

29 第１農村集落
セ ン タ ー 内

吉田本町・取方・桜井・椋本・
吉田上町・吉田仲町・新志

30 久長農村集落
セ ン タ ー 内 久長上・久長元・藤頼

31 井上農村集落
セ ン タ ー 内

上野釜の上赤柴・橋倉・
布里田中・矢畑・井上

32 上 の 原 集 落
セ ン タ ー 内 藤沢・新田原・関小暮

33 阿 熊 集 落
セ ン タ ー 内 阿熊上・阿熊中・阿熊下

34 高齢者生産活動
セ ン タ ー 内

石間戸・大棚部・宮戸・中島・
千鹿谷・久形・女部田

35 塚越コミュニテ
ィセンター 内

大波見・小川戸・塚越・
明ヶ平・小川・女形

36 石間生活改善
セ ン タ ー 内

沢口・漆木・中郷・沢戸・
半納

37 吉 田 小 学 校
太田部分校内 太田部上・太田部下

投票時間
　第29投票区～第36投票区：午前７時～午後7時
　第37投票区：午前７時～午後５時

３．旧大滝村地域
投票区 投　票　所 投 票 区 の 範 囲
38 旧光岩小学校内 強石・巣場・大血川・大達原・大輪

39 大滝公民館内 神岡・落合・三十槌・鶉平・
小双里・滝の沢・浜平・塩沢

40 麻生区集会所内 大久保・二瀬・麻生・寺井・
上中尾

41 栃 本 会 館 内 栃本・川又
42 中津川区集会所内 中双里・中津川・小倉沢

43 三峰コミュニ
ティセンター内 三峰

投票時間
　第38投票区～第41投票区：午前７時～午後６時
　第42投票区～第43投票区：午前７時～午後５時

４．旧荒川村地域
投票区 投　票　所 投 票 区 の 範 囲

44 荒川総合支所内 栃久保・糀屋・船川・越・事上・下半縄・
上半縄・坂口・上田野県住団地

45 環 境 改 善
セ ン タ ー 内

芦川・寺沢・下日野・大塚・松葉・
小野原・鷺の巣・柴原・皆谷原住宅

46 消防団第3分団
第2部器具置場内

豆早原・橋場・原・中野・青
梅・上サ・白久住宅

47 西 小 学 校 内 猪鼻・町分・古池・大指・上郷・
上平・反平・下郷・特養荒川園

48 消防団第1分団    
第1部器具置場内

荒川久那・下石原・上石原1・上石
原2・上石原3・上田野北県住団地

投票時間
　第44投票区～第48投票区：午前７時～午後７時

◎投・開票速報の電話サービス
　秩父市の投・開票速報を、応答専用装置で
お知らせします。

☎ 0180－99－4934
［利用時間］
　投票速報：午前10:10～午後9:30
　開票速報：午後10:00～午前9:00



❺

　

関
係
市
町
村
で
の
議
会
の
議
決
を
経

て
、
平
成
17
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
秩

父
衛
生
組
合
を
解
散
し
、
同
組
合
の
財

産
を
す
べ
て
秩
父
市
に
帰
属
さ
せ
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
同

組
合
で
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
た
「
し

尿
処
理
に
関
す
る
事
務
」
は
、
４
月
１

日
よ
り
秩
父
市
の
自
治
事
務
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
横
瀬
町
は
、
新
秩
父
市

へ
委
託
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

旧
吉
田
町
の
し
尿
処
理
に
関
す
る
事

務
は
、
西
秩
父
衛
生
組
合
で
共
同
処
理

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後
も
同

様
に
処
理
す
る
た
め
、
関
係
市
町
村
で

の
議
会
の
議
決
を
経
て
、
新
市
の
区
域

の
う
ち
旧
吉
田
町
の
区
域
に
限
っ
て
新

秩
父
市
と
し
て
加
入
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課

　

☎
22
ー
２
２
０
４
（
直
通
）

し
尿
処
理

・
し
尿
処
理
手
数
料
が
統
一
さ
れ
、
清

掃
券
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

・
お
手
持
ち
の
清
掃
券
は
、
交
換
し
な

く
て
も
９
月
30
日
ま
で
の
６
か
月
間

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
清
掃
券
の
交
換
ま
た
は
返
還
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
左
記
の
担
当
窓
口
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
く
み
取
り
業
者
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

・
旧
吉
田
町
地
区
は
、
合
併
前
と
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
汚
泥
処
理

・
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

・
旧
吉
田
町
地
区
に
つ
い
て
は
、
西
秩

父
衛
生
組
合
（
☎
75
ー
０
３
５
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
窓
口　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
３
９
５
（
直
通
）

西
秩
父
衛
生
組
合
へ

新
秩
父
市
と
し
て
加
入

秩
父
衛
生
組
合
解
散

し
尿
処
理
業
務
は
秩
父
市
で

秩
父
衛
生
組
合
の
事
務
は

新
秩
父
市
へ
次
の
と
お
り

引
き
継
が
れ
ま
し
た

合
併
に
よ
る

合
併
に
よ
る

一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い

一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い

　障がいを持ちながら生活する辛さや孤立を解消す
るための、仲間との出会いや社会参加の場がありま
す。
●地域生活支援センター「アクセス」
　精神に障がいを持ちながら、地域で生活されてい
る方の相談に応じ、不安や悩みなど一緒に解決する
手伝いを登録制で行います。
問い合わせ　アクセス☎24－1025
●「心和会作業所」
　心和会（秩父郡市精神障害者を守る会）では、縫
製作業や手工芸製造販売を中心に地域交流活動、レ
クリエーションなどを行い、社会復帰を目指しています。
問い合わせ　心和会作業所☎22－8806
●ソーシャルクラブ「まごころの会」
　精神に障がいをお持ちの方が保健師等の支援を受
けながら、料理、革細工、ウォーキングなどを行い、
社会復帰を目指します。
問い合わせ　秩父保健センター☎22－0648

●摂食障がい者のご家族のために「わたりがに」
　摂食障がい（拒食症、過食症）の問題を持つ方の
家族が集まり、同じ経験をした仲間との経験、希望、
力の分かち合いを通じて家族の回復を目指しています。
問い合わせ　埼玉県秩父保健所☎22－3824
●グループホーム「日の出」「さくら」「サンフラワー」
　世話人による生活援助を受けながら共同生活をし
て、安定した生活を目指す施設です。
問い合わせ　アクセス☎24－1025
●生活訓練施設「武甲の森」
　２年間を限度に専門職員による生活支援を受け、
行事や調理実習などのプログラムを実施し、社会復
帰のための訓練を行う入所施設です。
問い合わせ　武甲の森☎24－5553
●福祉ホームB型「おだまき荘」
　入院の必要はないものの、長期間社会から離れて
いたなどの理由により、日常生活に一定の援助を要
する方に居住を提供する入所施設です。
問い合わせ　おだまき荘☎24－1015
●通所授産施設「かわせみ君工房」
　社会復帰の促進を目的とし、雇用されることが困
難な方に対し、就労訓練を提供します。
問い合わせ　かわせみ君工房☎24－1001



❻

　新しい秩父市が誕生し、市内の学校数も増えました。
　秩父市は、新市の主要プロジェクトの中でも、「人づくりはくにづくり」として、
子どもたちの教育に力を入れています。
　子どもたちが小さいうちから「秩父大好き人間」に育ってくれれば、将来豊か
な秩父地域を築いてくれることにつながります。
　今月号では小学校全14校を、来月号では中学校全９校をご紹介します。

（小学校編）　　

秩父市立秩父第一小学校 ○
学
校
教
育
目
標

「
進
ん
で
考
え
、
豊
か
な
心
を
持
ち
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
子
」

・
あ
か
る
く
〜
健
康
で
元
気
な
子

・
な
か
よ
く
〜
思
い
や
り
の
あ
る
子

・
か
し
こ
く
〜
進
ん
で
学
び
知
恵
の
あ

る
子

○
歴　

史

　

明
治
６
年
４
月
、
創
立
・
開
校
。
大

宮
学
校
と
称
し
、
惣
円
寺
を
校
舎
に
充

て
る
。
昭
和
42
年
３
月
、
現
在
地
に
校

舎
を
新
築
移
転
し
、
鉄
筋
３
階
校
舎
１

棟
を
新
築
。
平
成
５
年
４
月
、
通
級
指

導
教
室
を
開
始
す
る
。

○
学
校
自
慢

　

１
３
２
周
年
の
伝
統
を
も
ち
、
秩
父

郡
市
の
児
童
を
対
象
に
通
級
指
導
教
室

を
併
設
し
て
い
ま
す
。
県
立
秩
父
養
護

学
校
と
の
交
流
教
育
を
全
学
年
で
推
進

し
て
い
ま
す
。

秩父市立花の木小学校○
学
校
教
育
目
標

「
気
づ
き
、
考
え
、
や
り
ぬ
く
子
」

・
す
す
ん
で
学
習
す
る
子

・
思
い
や
り
の
あ
る
子

・
心
も
体
も
た
く
ま
し
い
子

○
歴　

史

　

昭
和
10
年
２
月
、
秩
父
町
立
大
宮
尋

常
高
等
小
学
校
花
の
木
分
教
場
と
し
て

現
在
地
に
設
置
。
昭
和
22
年
４
月
、
秩

父
町
立
秩
父
第
二
小
学
校
と
改
称
。
昭

和
30
年
４
月
、
秩
父
市
立
花
の
木
小
学

校
と
改
称
。

○
学
校
自
慢

　

平
成
17
年
２
月
、
67
回
目
の
開
校
記

念
日
を
迎
え
ま
し
た
。「
時
を
守
る
、

場
を
清
め
る
、
礼
を
正
す
」
を
学
校
の

基
盤
と
し
て
、
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
、

現
在
学
力
向
上
の
委
嘱
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。



❼

秩父市立南小学校○
学
校
教
育
目
標

「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
持
ち
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
児
童
の
育
成
」

・
か
し
こ
い
子

・
あ
た
た
か
い
子

・
つ
よ
い
子

○
歴　

史

　

昭
和
30
年
４
月
、
開
校
記
念
式
典
。

昭
和
63
年
11
月
、
新
校
舎
落
成
記
念
式

典
。
平
成
17
年
２
月
、
開
校
50
周
年
記

念
式
典
。

○
学
校
自
慢

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
中
心
に
開
校
50
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

地
域
を
あ
げ
て
の
惜
し
み
な
い
学
校
へ

の
援
助
の
も
と
、
記
念
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

秩父市立尾田蒔小学校 ○
学
校
教
育
目
標

・
か
し
こ
く

・
な
か
よ
く

・
元
気
な
子

○
歴　

史

　

明
治
19
年
４
月
、
寺
尾
・
蒔
田
・
田

村
三
村
連
合
し
、
知
新
学
校
を
創
立
。

（
明
治
25
年
10
月
、
尾
田
蒔
尋
常
小
学

校
と
改
称
）。
昭
和
47
年
７
月
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
、
現
在
の
校
舎

竣
工
。
平
成
16
年
４
月
、
学
童
保
育
室

を
併
設
。

○
学
校
自
慢

　

伝
統
あ
る
菊
づ
く
り
に
、
全
校
児
童

が
地
域
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
取

組
み
、
秋
に
大
輪
の
菊
花
を
咲
か
せ
る

と
と
も
に
、
豊
か
な
感
性
と
思
い
や
り

の
心
を
確
か
に
育
ん
で
い
る
学
校
で
す
。

秩父市立西小学校 ○
学
校
教
育
目
標

・
か
し
こ
く
〜
自
ら
考
え
、
学
ぶ
喜
び

を
も
て
る
子

・
あ
た
た
か
く
〜
人
の
気
持
ち
が
わ
か

り
思
い
や
り
の
あ
る
子

・
た
く
ま
し
く
〜
心
身
と
も
に
粘
り
強

く
が
ん
ば
る
子

○
歴　

史

　

昭
和
40
年
４
月
、
秩
父
第
一
小
学
校

か
ら
分
か
れ
、
旧
秩
父
第
一
中
学
校
に

移
転
し
、
西
小
学
校
と
し
て
新
た
に
開

校
。昭
和
55
年
４
月
、新
校
舎
完
成
。平

成
14
年
３
月
、
待
望
の
新
体
育
館
完
成
。

○
学
校
自
慢

　

開
校
40
周
年
を
迎
え
た
本
年
、
県
の

「
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の
研
究
委

嘱
を
受
け
、
学
力
向
上
の
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
文
部
科

学
大
臣
）
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

秩父市立原谷小学校○
学
校
教
育
目
標

「
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
子
の
育
成
」

・
す
す
ん
で
学
ぶ
子

・
思
い
や
り
の
あ
る
子

・
体
力
の
あ
る
子

○
歴　

史

　

明
治
19
年
４
月
、
大
野
原
村
、
黒
谷

村
の
合
併
に
伴
い
、
旭
尋
常
小
学
校
と

し
て
開
校
。
昭
和
22
年
４
月
、
学
制
改

革
に
よ
り
校
名
を
原
谷
小
学
校
と
改
称
。

平
成
７
年
、
現
在
の
新
校
舎
竣
工
。

○
学
校
自
慢

　

恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
、「
原
谷

小
自
慢
の
創
造
」・「
心
と
頭
と
体
は
使

え
ば
使
う
ほ
ど
良
く
な
る
」
を
合
言
葉

に
、
日
々
、
教
育
活
動
に
勤
し
ん
で
い

ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

も
先
生
も
、
学
習
に
、
運
動
に
、
芸
術
に
、

明
る
く
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



❽

秩父市立高篠小学校○
学
校
教
育
目
標

・
学
ぶ
こ
と
を
好
き
に
な
ろ
う

・
思
い
や
り
の
心
を
も
と
う

・
運
動
を
好
き
に
な
ろ
う

○
歴　

史

　

明
治
19
年
４
月
、
山
田
・
栃
谷
・
定

峰
の
３
小
学
校
を
合
併
し
て
高
篠
尋
常

小
学
校
を
設
立
し
、
位
置
を
大
字
栃
谷

字
原
に
定
め
、
後
に
四
万
部
寺
に
移
す
。

明
治
40
年
１
月
、
学
校
の
位
置
を
大
字

山
田
字
深
田
に
移
し
、
校
舎
２
棟
を
建

設
す
る
。昭
和
42
年
３
月
、新
校
舎
完
成
。

○
学
校
自
慢

　

校
庭
の
東
側
に
は
「
し
の
の
め
台
」

と
い
う
小
高
い
山
が
あ
り
、
児
童
た
ち

の
貴
重
な
自
然
体
験
や
自
然
観
察
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秩父市立大田小学校 ○
学
校
教
育
目
標

「
豊
か
な
個
性
と
心
を
持
ち
、
大
田
に

生
き
る
児
童
の
育
成
」

・
か
し
こ
い
子

・
あ
た
た
か
い
子

・
た
く
ま
し
い
子

○
歴　

史

　

明
治
６
年
11
月
開
校
し
、
郷
平
学
校

と
称
す
る
。
昭
和
32
年
５
月
大
田
村
が

秩
父
市
と
合
併
し
、
校
名
を
秩
父
市
立

大
田
小
学
校
と
改
称
す
る
。
昭
和
49
年

６
月
鉄
筋
２
階
建
て
の
新
校
舎
落
成
。

○
学
校
自
慢

　

大
田
の
田
ん
ぼ
を
中
心
に
、
自
然
、

産
業
、
歴
史
に
つ
い
て
の
学
習
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
童
保
育
室
、

ふ
れ
あ
い
学
校
が
始
ま
り
、
居
場
所
作

り
も
交
え
て
楽
し
い
行
事
を
展
開
中
で

す
。

秩父市立久那小学校 ○
学
校
教
育
目
標

「
豊
か
な
心
を
持
ち
、
自
ら
気
づ
き
、

考
え
、
行
動
で
き
る
子
」

・
な
か
よ
く
〜
思
い
や
り
が
あ
り
、
だ

れ
と
で
も
な
か
よ
く
で
き
る
子

・
か
し
こ
く
〜
基
礎
、
基
本
を
身
に
つ

け
、
自
ら
学
ぶ
か
し
こ
い
子

・
た
く
ま
し
く
〜
心
身
と
も
に
健
康
で

困
難
に
う
ち
か
つ
た
く
ま
し
い
子

○
歴　

史

　

明
治
７
年
、
久
昌
寺
に
久
那
小
学
校

を
設
立
す
る
。
明
治
44
年
、
山
王
か
ら

現
在
の
校
地
に
校
舎
を
新
築
し
て
移
る
。

昭
和
62
年
、
現
在
の
新
校
舎
が
完
成
。

○
学
校
自
慢

　

長
尾
根
の
山
や
荒
川
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か

し
て
、
個
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
体
力
の
向
上
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

秩父市立影森小学校○
学
校
教
育
目
標

・
つ
よ
い
子　
　
（
体
）

・
あ
か
る
い
子　
（
徳
）

・
か
し
こ
い
子　
（
知
）

○
歴　

史

　

明
治
６
年
１
月
、
上
・
下
影
森
を
連

合
し
、
下
影
森
円
融
寺
に
学
校
を
設
け

る
。
昭
和
36
年
１
月
、
愛
の
石
記
念
日
、

愛
の
石
建
立
、
愛
の
石
の
誓
い
。
平
成

13
年
10
月
、
学
校
給
食
の
研
究
に
よ
り

文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。

○
学
校
自
慢

　
「
ふ
る
さ
と
大
好
き
人
間
」
の
育
成

を
目
指
し
て
、
愛
の
石
の
誓
い
を
基
調

と
し
た
心
豊
か
な
児
童
を
育
む
教
育
を

大
切
に
し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。



❾

秩父市立大滝小学校○
学
校
教
育
目
標

「
豊
か
な
心
と
希
望
を
も
っ
て　

た
く

ま
し
く
生
き
る
大
滝
の
子
ど
も
」

・
よ
く
学
び
は
た
ら
く
子

・
思
い
や
り
の
あ
る
子

・
体
力
の
あ
る
子

○
歴　

史

　

明
治
６
年
２
月
、
公
立
大
滝
学
校

を
落
合
耕
地
月
光
院
（
旧
村
役
場
所
在

地
）
に
開
校
す
る
。
昭
和
22
年
４
月
、

大
滝
小
学
校
と
改
称
し
、
中
学
校
を
併

設
、
６
分
教
場
を
分
校
と
す
る
。
平
成

13
年
４
月
、
光
岩
小
学
校
が
廃
校
と
な

り
、
大
滝
村
内
の
小
学
校
と
し
て
は
、

大
滝
小
学
校
１
校
と
な
る
。

○
学
校
自
慢

　

全
校
児
童
に
よ
る
校
内
音
楽
会
「
杉

の
子
音
楽
会
」
を
開
催
し
、
保
護
者
だ

け
で
な
く
地
域
の
方
々
も
招
待
し
て
盛

大
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

秩父市立荒川東小学校 ○
学
校
教
育
目
標

「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く

児
童
の
育
成
」

・
助
け
合
う
子

・
元
気
な
子

・
進
ん
で
学
ぶ
子

○
歴　

史

　

明
治
42
年
１
月
、
上
田
野
学
校
、
日

野
学
校
、
小
野
原
学
校
、
久
那
学
校
を

合
併
し
た
中
央
学
校
の
校
舎
を
新
築
し

大
字
上
田
野
字
錦
に
移
転
。
昭
和
22
年
、

荒
川
村
立
荒
川
東
小
学
校
と
改
称
。
平

成
17
年
、
文
部
科
学
省
、
埼
玉
県
教
育

委
員
会
指
定
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
研
究
発
表
会
」
を
開
催
。

○
学
校
自
慢

　

確
か
な
学
力
を
は
ぐ
く
む
少
人
数
指

導
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、　

校
庭
に

聳
え
立
つ
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
い
ち
ょ

う
の
木
」
が
自
慢
で
す
。
ま
た
、
荒
川

地
域
の
特
産
に
学
ぶ
蕎
麦
づ
く
り
体
験

も
行
っ
て
い
ま
す
。

秩父市立吉田小学校 ○
学
校
教
育
目
標

「
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
子
」

・
な
か
よ
く

・
か
し
こ
く

・
た
く
ま
し
く

○
歴　

史

　

明
治
９
年
12
月
、
４
か
村
連
合
椋
宮

学
校
開
設
（
椋
神
社
境
内
）。
明
治
36

年
５
月
、
吉
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
な

る
。（
開
校
記
念
日
５
月
26
日
）
昭
和

22
年
４
月
、
吉
田
町
立
吉
田
小
学
校
と

な
る
。

○
学
校
自
慢

　

平
成
17
年
２
月
、
裏
庭
に
２
階
建
て

校
舎
（
１
階
が
多
目
的
室
、
２
階
が
図

書
室
）
が
完
成
し
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
で
の
活
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

秩父市立荒川西小学校○
学
校
教
育
目
標

「
気
づ
き　

考
え　

実
行
す
る
子
」

・
進
ん
で
勉
強
す
る
子

・
や
さ
し
い
心
の
子

・
た
く
ま
し
い
子

○
歴　

史

　

明
治
６
年
、
贄
川
小
学
校
と
白
久
小

学
校
を
創
立
。
昭
和
11
年
５
月
、
木
造

校
舎
新
築
（
２
階
建
）
落
成
移
転
、
こ

の
日
を
「
開
校
記
念
日
」
と
す
る
。
昭

和
22
年
４
月
、
校
名
を
荒
川
西
小
学
校

と
改
称
す
る
。

○
学
校
自
慢

　

地
域
や
家
庭
と
連
携
し
た
西
小
祭
り
、

親
子
プ
ー
ル
清
掃
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
荒
西
タ
イ
ム
（
総
合
的

な
学
習
の
時
間
）
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
自
然
体
験
学
習
、
小
規
模

校
に
お
け
る
少
人
数
指
導
（
算
数
科
）

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ　

芝
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・

観
光
振
興
課
☎
25
ー
５
２
０
９

芝
桜
総
合
ダ
イ
ア
ル

　

☎
22

－

２
８
１
６

　

芝
桜
の
丘
の
概
要
、
交
通
渋
滞
対
策
、

ま
ち
な
か
で
の
催
し
な
ど
、
音
声
に
よ

る
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

芝
桜
総
合
ダ
イ
ア
ル
を

芝
桜
総
合
ダ
イ
ア
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

芝
桜
の
維
持
管
理
に
は
大
き
な
財
源

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
芝
桜
の
丘
を

訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
環
境
整
備
協
力
金

を
い
た
だ
き
、
そ
の
お
礼
と
し
て
素
敵

な
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

芝
桜
環
境
整
備

芝
桜
環
境
整
備

　
　

協
力
金
に

　
　

協
力
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

芝
桜
の
丘
か
ら
秩
父
市
の
中
心
市
街

地
に
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
誘
導
す
る
た

め
、
下
表
の
と
お
り
、
ち
ち
ぶ
銘
仙
館
、

歴
史
文
化
伝
承
館
、
本
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

秩
父
神
社
、
地
場
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

花
か
ら
華
へ

花
か
ら
華
へ

秩
父
春
物
語

秩
父
春
物
語

　

芝
桜
の
開
花
中
、秩
父
市
内
で
は「
花

か
ら
華
へ
秩
父
春
物
語
」
を
テ
ー
マ
に

伝
統
産
業
で
あ
る
「
秩
父
銘
仙
」
に
よ

る
華
や
ぎ
の
ま
ち
を
演
出
し
ま
す
。

ご家族でお出かけくださいご家族でお出かけください

芝桜開花期の芝桜開花期の
イベント案内イベント案内

芝桜開花期のイベント一覧（予定）
事　　　　業 内　　　　　　　　　容 会　　場　・　日　　時 問　い　合　わ　せ

芝桜まつり

①郷土芸能披露
②観光キャンペーン
③銘仙園遊会

④オーロラビジョン
⑤ステージイベント

①屋台ばやし、歌舞伎などの披露
②新「秩父市」の観光キャンペーン
③地元小中学生による銘仙ファッションショーおよ
び高校生による筝曲演奏

④秩父地域の魅力紹介
⑤電子ピアノや胡弓等のステージコンサート

①、③：秩父神社周辺
①、②、④、⑤：芝桜の丘
①４月16日㈯・17日㈰
②開花中随時
③４月16日㈯・17日㈰　13：30～

④４月16日㈯
⑤４月16日㈯・17日㈰

芝桜まつり実行委員会
（事務局：市役所観光振興課

　☎25－5209）

秩父舞祭り C-dance!を踊り舞うイベント 芝桜の丘付近芝生広場
４月24日㈰　10：00～ 16：00

秩父舞祭り実行委員会
（事務局：秩父青年会議所

☎22－4411）

春の銘仙館まつり カフェー、琴の演奏、野点、いざり機、高機による
機織実演ほか

ちちぶ銘仙館
４月23日㈯・24日㈰　10：00～ 16：00

ちちぶ銘仙館☎22－4112秩父銘仙　伝統の技と
デザイン展 秩父銘仙のデザイン原画の展示ほか ちちぶ銘仙館

４月16日㈯～５月８日㈰

ほぐし捺染生徒作品展 ほぐし捺染講座の生徒作品展 ちちぶ銘仙館
４月13日㈬まで

秩父銘仙となつかしの
昭和展

庶民の普段着としての銘仙と、昭和初期の暮らしぶ
りについての展示、昔の遊び体験

歴史文化伝承館
５月８日㈰まで

芝桜まつり実行委員会
（事務局：市役所観光振興課

☎25－5209）

庶民の夢と愛にあふれ
た銘仙展

別冊「太陽」に掲載された銘仙を中心とした展示
（木村和恵コレクション）

本町街かどギャラリー
５月８日㈰まで

銘仙よもやまトーク 銘仙語り部　木村和恵さんとの座談会
本町街かどギャラリー
４月10日㈰・24日㈰・５月１日㈰・８日㈰
いずれも13：30～

現在の秩父銘仙展 現代の銘仙の特別展示即売 じばさんセンター１階物産館
５月８日㈰まで

じばさんセンター☎25－0088
春の色・彩りの華
（前原しぼり女三代展） しぼり染めの展示

じばさんセンター２階展示コーナー
４月29日㈮～５月５日㈭

縞の華・銘仙の展示 こみに亭ギャラリーの特別展示
（しゃくし菜御膳、ずりあげうどんの食事可）

こみに亭ギャラリー
５月８日㈰まで NPO秩父こみにてぃ☎22－7866

銘仙の作ったまちを歩
く

まちなか観光ボランティアガイドによる案内付き散
策（予約実施）

４月16日㈯・17日㈰・23日㈯・24日㈰を
予定

NPOちちぶまちづくり工房
（事務局：秩父開発機構☎23－1002）
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交
通
規
制
実
施
の
際
は
、
羊
山
公
園

内
駐
車
場
の
使
用
が
で
き
な
い
た
め
臨

時
駐
車
場
を
設
け
ま
す
。
な
お
、
臨
時

駐
車
場
利
用
の
際
は
、
交
通
対
策
協
力

金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

交
通
対
策
協
力
金
は
、
園
内
の
安
全

確
保
、
警
備
員
に
よ
る
交
通
整
理
、
駐

車
場
警
備
を
充
実
、
ま
た
交
通
規
制
実

施
日
の
バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
）
等
の
運
営
費
用
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

臨
時
駐
車
場
設
置
予
定
場
所

・
秩
父
総
合
卸
売
公
設
市
場

・
秩
父
市
立
南
小
学
校

・
横
瀬
町
立
横
瀬
小
学
校

交
通
対
策
協
力
金

　

乗
用
車
（
軽
含
む
）　

５
０
０
円

　

バ
イ
ク　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
バ
イ
ク
駐
車
は
、
南
小
学
校
の
み
と

な
り
ま
す
。

※
交
通
規
制
実
施
日
は
、
大
型
・
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
は
、
臨
時
駐
車
場
へ
の
駐

車
は
で
き
ま
せ
ん
。
駐
車
さ
れ
る
場

合
は
指
定
さ
れ
た
駐
車
場
へ
の
予
約

（
許
可
）
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
約
が
必
要
と
な
る

の
は
、
交
通
規
制
実
施
日
の
み
で
す
。

そ
れ
以
外
の
日
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
乗
用
車
（
軽
含
む
）、
バ
イ

ク
の
予
約
は
開
花
期
間
中
を
通
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。

　

交
通
規
制
実
施
の
た
め
、
羊
山
公
園

内
駐
車
場
は
、
一
般
車
両
の
進
入
お
よ

び
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

と　

き　

４
月
16
日
〜
５
月
５
日
の

土
・
日
・
祝
日

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

「芝桜の丘」に対する市民のみなさんの
ご協力をお願いします

交
通
規
制
時
の

臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て

①

　

羊
山
公
園
内
交
通
規
制
の
実
施
日
に

あ
わ
せ
、
市
民
の
方
の
た
め
に
市
役
所

構
内
お
よ
び
庁
舎
北
側
職
員
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。）

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１
（
代
表
）

市
役
所
駐
車
場
を

　
　
　
　

開
放
し
ま
す

③
羊
山
公
園

の
駐
車
場

に
つ
い
て

②
　

交
通
規
制
実
施
日

以
外
の
日
は
、
羊
山

公
園
内
駐
車
場
は
利

用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
左
記
の
期

間
は
駐
車
整
理
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
８
日

㈰
ま
で
の
交
通
規
制

実
施
日
以
外
（
時
間

は
午
前
７
時
〜
午
後

５
時
の
予
定
）

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料　

金　

　

大
型
バ
ス　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　

２
，
０
０
０
円

　

乗
用
車
（
軽
含
む
）　
　

５
０
０
円

　

バ
イ
ク　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
こ
の
ペ
ー
ジ
の
駐
車
場
利
用
券
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て
、
駐

車
場
係
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

平成17年

羊山公園内駐車場利用券

芝桜開花期間中　１回限り有効
自家用車（乗用車（軽含む）・二輪車）のみ

※満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。

※４月16日～５月５日までの土・日・祝日（交通渋滞対
策実施日）は、公園内一般車両進入禁止のため、ご利
用いただけません。
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４
月
１
日
以
降
出
産
に
よ
り
お
子
さ

ん
の
父
ま
た
は
母
と
な
ら
れ
た
方
に
、

出
産
褒
賞
金
を
支
給
し
ま
す
。

褒
賞
金
の
額　

一
子
に
対
し
て
５
万
円

支
給
条
件　

　

母
親
が
、
秩
父
市
（
合
併
前
の
秩
父

市
、
吉
田
町
、
大
滝
村
、
荒
川
村
）
に

引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
、
出
産

褒
賞
金
の
申
請
書
を
提
出
す
る
ま
で
秩

父
市
の
住
民
で
あ
っ
た
と
き
。

出
産
褒
賞
金
の
申
請
方
法　

　

出
生
の
届
出
等
の
と
き
に
、
市
役
所

一
階
こ
ど
も
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
で
出
産
褒
賞
金
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
際
は
、
振
込
先
口
座
番
号
等

の
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

秩
父
市
と
大
滝
村
で
行
っ
て
い
た
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
償
貸
与
と
、
吉

田
町
と
荒
川
村
で
行
っ
て
い
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
補
助
を

廃
止
し
、「
出
産
褒
賞
金
」
と
「
の
び

の
び
子
育
て
支
援
金
」
の
支
給
事
業
を

充
実
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

以
上
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　

☎
25
ー
５
２
０
６
（
直
通
）

運
動
の
重
点
目
標

１
．
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

○
特
に
新
入
学
（
園
）
児
に
対
し
て
は
、

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
や
安
全
な
通

行
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
言
葉

で
繰
り
返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

交
通
安
全
指
導
、
保
護
・
誘
導
活
動

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
加
齢
に
伴
う

身
体
機
能
の
変
化
を
十
分
に
認
識
し
、

特
に
歩
行
中
・
自
転
車
利
用
中
の
安

全
な
通
行
方
法
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
信
号
を
守
り
、
交
差
点
で
は
一
時
停

止
を
す
る
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
安
全
確
認
の
徹
底
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
薄
暮
時
・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

周
囲
に
自
分
の
存
在
が
わ
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
の
必
要
性
と
着
用
効
果
を
正

し
く
理
解
し
、
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の
う
ち
、
約

6
割
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
で

す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
助
手
席
や
後
部
座

席
の
同
乗
者
全
員
に
着
用
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
幼
児
の
体

格
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
、
正
し
く

し
っ
か
り
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
取
り
付
け
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い

か
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
点
検
し
ま
し

ょ
う
。

４
．
追
突
事
故
防
止

○
秩
父
市
内
で
発
生
し
て
い
る
車
両
事

故
の
約
半
数
が
追
突
事
故
で
す
。
車

を
運
転
す
る
と
き
は
車
間
距
離
を
十

分
に
取
り
、
わ
き
見
運
転
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課　

　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
宮
側
町
の
武
甲
酒
造
㈱
で

酒
母
管
理
を
担
当
し
、
微
妙
な
温
度
差

で
発
酵
状
況
の
判
断
を
す
る
現
場
の
責

任
者
で
あ
る
木
村
直
之
さ
ん
（
荒
川
日

野
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22
ー
３
４
２
８
（
直
通
）

　

２
月
22
日
、
市

優
秀
産
業
技
術

者
・
技
能
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
市

内
の
事
業
所
に
お

い
て
そ
の
職
に
10

年
以
上
従
事
し
、

か
つ
卓
越
し
た
技

術
や
技
能
を
有
し
、

他
の
技
術
者
の
模

範
と
な
る
方
を
表

出
産
褒
賞
金
を

出
産
褒
賞
金
を

支
給
し
ま
す

支
給
し
ま
す

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　

無
償
貸
与
と

購
入
費
補
助
制
度
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た

４月15日㈮まで

春の全国春の全国
交通安全運動交通安全運動
実施中実施中

（写真上）
木村さん（右）と武甲酒造
社長（左）

（写真左）
作業中の木村さん
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秩
父
市
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

住
宅
等
の
建
築
を
お
考
え
の
方
へ
！
　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
地
域
ご
と
に
様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
に
使
用
し
た
水
と
ト
イ
レ
の
排
水
を
併
せ
て
き
れ
い
に
処
理
で
き
る
浄
化
槽
で
す
。

対
象
地
域

浄
化
槽
の
設
置
に
関
す
る
こ
と

交
　
付
　
条
　
件

申
　
込
　
み

問
い
合
わ
せ

設
置

概
要

金
額

維
持
管
理
に
つ
い
て

旧
秩
父
市

旧
秩
父
市
全
域
　
　

　
　
　
　
　

（
た
だ
し
、
公
共
下

水
道
事
業
認
可
区
域

お
よ
び
農
業
集
落
排

水
事
業
実
施
採
択
区

域
を
除
き
ま
す
）

個
人
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、
設
置

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
個
人
の
専
用
住
宅
に
限
り
ま
す
）

補
助

金
額

｢法
定
検
査
｣｢保

守
点
検
｣｢清

掃
｣は
、
個
人
で
点
検
業
者
お

よ
び
清
掃
業
者
に
依
頼
し
、
実

施
し
ま
す
。

●
営
利
を
目
的
と
し
な
い
方

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
平
成
17年

度
中
（
平
成
18年

3月
ま
で
）
に
浄
化
槽
を
使
用

で
き
る
方

●
浄
化
槽
法
に
よ
る
保
守
点
検
・

法
定
検
査
・
清
掃
等
の
維
持
管

理
が
で
き
る
方

4月
～
11月

下
旬
ご
ろ

（
年
間
133基

を
予
定
。

予
定
基
数
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

市
役
所

生
活
衛
生
課

☎
25-5202（

直
通
）

1人
槽
あ
た
り
10万

円
を
補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
10人

槽
を
限
度
と
し
ま
す
）

旧
吉
田
町

旧
吉
田
町
全
域

西
秩
父
衛
生
組
合
で
設
置
を
行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
）

事
業
所
な
ど
大
型
人
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
置
す
る
前
に
、
西
秩
父
衛
生
組
合
へ
設
置

費
分
担
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
費
分
担
金

｢法
定
検
査
｣｢保

守
点
検
｣｢清

掃
｣は
、
西
秩
父
衛
生
組
合
の

指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る

費
用
は
、
使
用
料
と
し
て
徴
収

し
ま
す
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お

よ
び
汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
の

転
換
の
補
助
金
を
受
け
る
場
合
に

は
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
）

4月
～
11月

中
旬
ご
ろ

（
年
間
50基

を
予
定
。

予
定
基
数
を
超
え
る
と

締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）

吉
田
総
合
支
所
　
　
　

市
民
支
援
課

☎
72-6081（

直
通
）

西
秩
父
衛
生
組
合
　

☎
75-0352

●
一
般
家
庭
：
本
体
工
事
費
の
1割
を
負
担

●
事
業
所
：
本
体
工
事
費
の
4割
を
負
担

旧
大
滝
村

旧
大
滝
村
全
域

市
で
設
置
を
行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
）

設
置
す
る
前
に
市
へ
設
置
費
分
担
金
を
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
費
分
担
金

｢法
定
検
査
｣｢保

守
点
検
｣｢清

掃
｣は
、
市
の
指
定
し
た
業
者

に
よ
り
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る

費
用
は
、
使
用
料
と
し
て
徴
収

し
ま
す
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お

よ
び
汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
の

転
換
の
補
助
金
を
受
け
る
場
合
に

は
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
）

前
年
度
の
10月

1日
～
31日

（
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
注
　
平
成
17年

度
分
の
申
請
は
、
受
付
を

終
了
し
て
い
ま
す
。

大
滝
総
合
支
所

市
民
支
援
課

☎
55-0863（

直
通
）

≪
浄
化
槽
本
体
設
置
分
≫

●
5人
槽
：
6万
円
（
一
括
払
い
5万
円
）

●
7人
槽
：
8万
円
（
一
括
払
い
7万
円
）

●
10人

槽
：
11万

円
（
一
括
払
い
10万

円
）

●
11人

～
50人

槽
：
1人
槽
あ
た
り
2万

円
を
乗
じ
て
得
た
額

●
51人

槽
以
上
：
1人
槽
あ
た
り
5万
円
を

乗
じ
て
得
た
額

≪
集
水
管
・
排
水
管
設
置
分
≫

●
集
水
管
お
よ
び
排
水
管
１
ｍ
に
つ
き
、
3

千
円
を
控
除
し
て
得
た
額

旧
荒
川
村

旧
荒
川
村
全
域

市
で
設
置
を
行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
）

5人
槽
か
ら
10人

槽
に
つ
い
て
は
、
指
定

工
事
店
制
度
に
よ
り
施
主
が
設
置
業
者
の
選

定
を
し
ま
す
。

事
業
所
な
ど
大
型
人
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
置
す
る
前
に
市
へ
設
置
費
分
担
金
を

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
費
分
担
金

｢法
定
検
査
｣｢保

守
点
検
｣に
つ

い
て
は
、
市
の
指
定
し
た
業
者

に
よ
り
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、

使
用
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

｢清
掃
｣に
つ
い
て
は
、
個
人
で

清
掃
業
者
に
依
頼
し
実
施
し
ま

す
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お

よ
び
汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
の

転
換
の
補
助
金
を
受
け
る
場
合
に

は
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
）

4月
～
11月

中
旬
ご
ろ

（
年
間
60基

を
予
定
。

予
定
基
数
を
超
え
る
と

締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）

荒
川
総
合
支
所
　
　
　

市
民
支
援
課
　
　
　
　

☎
54-2395（

直
通
）

●
一
般
家
庭
：
本
体
工
事
費
の
1割
を
負
担

●
事
業
所
：
本
体
工
事
費
の
4割
を
負
担

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
に
は
、
撤
去
工
事
費
へ
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
事
業
は
、
平
成
1
9
年
度
を
目
途
に
制
度
を
統
一
す
る
予
定
で
す
。
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▽地域整備部都市計画課長　橋本賢司

▽地域整備部下水道課長　関根正嗣

▽地域整備部下水道センター所長　関根　忠

▽地域整備部下水道センター主席主幹  加藤恒夫

▽吉田総合支所主席主幹　青葉  均

▽吉田総合支所主席主幹　金丸一郎

▽吉田総合支所主席主幹　山口辰雄

▽吉田総合支所総務課長　磯田敏行

▽吉田総合支所市民支援課長　村田幸雄

▽吉田総合支所健康福祉課長　新井時夫

▽吉田総合支所産業振興課長　上井克彦

▽吉田総合支所地域整備課長　本多秀夫

▽大滝総合支所主席主幹　大村源吉

▽大滝総合支所主席主幹　木村雄次

▽大滝総合支所主席主幹　大沢　勝

▽大滝総合支所総務課長　黒澤利夫

▽大滝総合支所市民支援課長　黒澤保夫

▽大滝総合支所健康福祉課長　磯田芳孝

▽大滝総合支所産業振興課長　山中和則

▽大滝総合支所地域整備課長　木村賢一

▽大滝総合支所滝沢ダム対策課長　島田孝行

▽荒川総合支所主席主幹　山中洋子

▽荒川総合支所主席主幹　田中謙治

▽荒川総合支所主席主幹　新井敏史

▽荒川総合支所総務課長　原嶋岸男

▽荒川総合支所総務課主席主幹　神林昭周

▽荒川総合支所市民支援課長　千嶋　敏

▽荒川総合支所健康福祉課長　浜中紀久夫

▽荒川総合支所産業振興課長　黒澤桂助

▽荒川総合支所地域整備課長　高橋保吉

▽市立病院内科部長　勅使河原正敏

▽市立病院外科部長　冨松裕明

▽市立病院泌尿器科部長　川口拓也

▽市立病院脳神経外科部長　川沼清一

▽市立病院小児科部長　尾形　實

▽市立病院看護部総看護師長　新井トヨ子

▽市立病院管理課長　飯島起也

▽市立病院医事課長　加藤　登

▽大滝国民健康保険診療所事務局長　山中正義

▽会計課長　町田恵二

▽水道部営業課長　島崎　洋

▽水道部工務課長　斎藤章安

▽水道部工務課主席主幹　宮嶋秀夫

▽水道部工務課主席主幹　宮前廣幸

▽水道部浄水センター主席主幹　関根博明

▽水道部浄水センター主席主幹　斎藤建司

▽水道部浄水センター主席主幹　岩田幹夫

▽教育委員会学校教育部指導主事兼学校教育課主

幹  杉田茂久

▽教育委員会学校教育部指導主事　岩城佐知男

▽教育委員会学校教育部指導主事　井深道子

▽教育委員会学校教育部指導主事　小池德男

▽教育委員会学校教育部教育総務課長　大沢賢治

▽教育委員会学校教育部学校教育課主席主幹兼保

健給食課秩父第一中学校共同調理場長･生涯学習

部秩父図書館主席主幹　関根榮次

▽教育委員会生涯学習部生涯学習課長兼文化財保

護課長　佐々木奉昭

▽教育委員会生涯学習部スポーツ健康課長  相馬直

己

▽教育委員会生涯学習部歴史文化伝承館主席主幹

兼中央公民館主席主幹／尾田蒔公民館･原谷公民

館･久那公民館･高篠公民館･大田公民館･影森公

民館･浦山公民館の主席主幹／勤労青少年ホーム

主席主幹　黒沢美也

▽教育委員会吉田事務所長　新井行男

▽教育委員会大滝事務所長　千島初夫

▽教育委員会荒川事務所長　島崎幸二

▽選挙管理委員会主席主幹兼固定資産評価審査委

員会書記　峰岸宏明

退職者（３月31日付退職）
※秩父市

　（契約検査室）▽加藤泰男

　（福祉部）▽北谷戸静子

　（都市建設部）▽斎藤勝寿

　（市立病院）▽武智浩之▽小屋智子▽野原新平

　　　　　　 ▽新井叶恵▽柴崎智弘

　（水道部）▽風間敏夫▽富田眞司

　（監査事務局）▽金子武一

　（教育委員会）▽野口正一▽浅賀まつ

　（農業委員会）▽吉野祐次

※吉田町

　（企画財政課）▽村田和美

　（吉田保育所）▽栗原紀子

　（水道課）▽出浦和雄

※大滝村

　（税務課）▽木村  清

　（住民課）▽野見山  薫

　（出納室）▽山中  滋

　（教育委員会）▽山中由江

※荒川村

　（総務課）▽新井貞雄

　（税務課）▽山中庄一
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　平成17年４月１日付け、課長級以上の職員配置につ

いてお知らせします。

【部長級】
▽総務部長兼財務部長･吉田･大滝･荒川総合支所長

新井竹男

▽総務部参事　加藤貞夫

▽総務部参事　青木隆人

▽市民生活部長　荒舩千鶴子　

▽健康福祉部長兼保健センター所長　守屋利一

▽産業経済部長兼環境農林部長　田代勝三

▽地域整備部長兼水道部長　冨田俊和

▽地域整備部建築技監　加藤　完

▽市立病院長　中野達也

▽市立病院事務局長　深田源一郎

▽教育委員会学校教育部長兼生涯学習部長　小池

廣行

▽秩父広域市町村圏組合事務局長  打木  晁

【次長級】
▽市長室長　笠原隆二

▽総務部次長　引間幸和

▽総務部次長　坪内幸次

▽総務部次長兼合併関連事業推進課長　横井隆幸

▽総務部次長　小杉正司

▽財務部次長　笠原三枝子

▽市民生活部次長　新井良裕

▽市民生活部次長兼秩父環境衛生センター清流園

所長　齋藤貞男

▽健康福祉部次長　大島育生

▽産業経済部次長兼環境農林部次長･環境課長･バ

イオマス･環境総合研究所長　米持孝之

▽地域整備部技監　荒川　勉

▽市立病院副病院長兼整形外科部長　浅賀嘉之

▽市立病院事務局次長　栗島節子

▽水道部次長兼浄水センター所長･吉田事務所長　

木村　克

▽教育委員会学校教育部次長兼保健給食課長･生涯

学習部次長　富田　昭

▽教育委員会学校教育部主任指導主事兼学校教育

課長･中村学童保育室長　土屋米男

▽教育委員会学校教育部主任指導主事　中山　静

▽教育委員会学校教育部主任指導主事　長谷河初

男

▽教育委員会学校教育部主任指導主事　宮原由紀

夫

▽教育委員会生涯学習部歴史文化伝承館長兼中央

公民館長･勤労青少年ホーム館長　若林克明

▽教育委員会生涯学習部秩父図書館長　加藤茂樹

▽選挙管理委員会事務局長兼固定資産評価審査委

員会書記　高橋兼夫

【課長級】
▽市長室企画広報課長　新井秀弘

▽市長室秘書課長　持田末広

▽市長室危機管理課長　髙橋　進

▽総務部主席主幹　高橋　睦

▽総務部主席主幹　原島邦夫

▽総務部総務課長　森前光弘

▽総務部人事課長　新井清久

▽総務部情報政策課長　栗原幸一

▽総務部工事検査課長　島﨑一男

▽財務部財政課長　松﨑重男

▽財務部管財課長　関河喜重

▽財務部課税課長　関根　進

▽財務部課税課主席主幹　石渡信幸

▽財務部収納課長　原嶋　進

▽財務部契約課長　福原隆夫

▽市民生活部市民課長兼尾田蒔出張所･原谷出張所

･久那出張所･高篠出張所･大田出張所･影森出張

所･浦山出張所の出張所長　木野内純一

▽市民生活部市民生活課長　青野孝司

▽市民生活部市民生活課主席主幹　井上まり子

▽市民生活部保険年金課長　大谷幾勇

▽市民生活部生活衛生課長　浅見秀一

▽健康福祉部社会福祉課長　江田和彦

▽健康福祉部高齢者介護課長兼高齢者憩いの家館

長　上原芳明

▽健康福祉部高齢者介護課主席主幹兼養護老人ホ

ーム長寿荘所長･特別養護老人ホーム偕楽苑所長

加藤宜代

▽健康福祉部こども課長兼中村児童館長･宮地児童

館長　風間　操

▽産業経済部工業振興課長　荒船　勇

▽産業経済部商業振興課長　井上雄二

▽産業経済部観光振興課長　斎藤　保

▽環境農林部農業振興課長兼公設地方卸売市場長･

林業振興課長　福島英夫

▽環境農林部農業振興課主席主幹　上林敏一

▽地域整備部管理用地課長　小澤初夫

▽地域整備部道路課長兼ダム河川課長　浅見治雄

▽地域整備部建築住宅課長　新井利典

市職員人事配置の市職員人事配置の
お知らせお知らせ
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
所
有

者
は
、
そ
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
規
の
場
合

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
養
し
て
い

る
方
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
、

注
射
料
２
，
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
）

継
続
の
場
合

費　

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
注
射
料
２
，
７
５
０
円
、
注

射
済
票
交
付
手
数
料
5
5
0
円
）

○
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等

は
、
生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
、
近
所
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
飼
養
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の

引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
秩
父
保
健
所

（
☎
22
ー
３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25
ー
５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
３
９
５
（
直
通
）

５
月
12
日
㈭
〜
31
日
㈫

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25
ー
５
２
０
５
（
直
通
）

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
介
護
に
お
け
る
秩
父
市
の
相
談
支

援
機
関
で
す
。
例
え
ば
…

・
高
齢
者
の
介
護
が
大
変

・
介
護
に
役
立
つ
制
度
を
知
り
た
い

・
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
た
い
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い

・
介
護
施
設
に
つ
い
て
知
り
た
い
…
な
ど

　

高
齢
者
で
介
護
が
必
要
な
方
、
こ
れ

か
ら
必
要
に
な
り
そ
う
な
方
、
そ
の
家

族
の
方
々
な
ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
の
こ

と
な
ら
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秩
父
市
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
市
内
に
７
か
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
下
表
）。

　

ま
た
、
訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
知
で
す
か
？

平成17年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧
○旧秩父市管内会場（雨天決行）
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月12日 木 浦 山 公 民 館 10:00 ～ 11:00
久 那 公 民 館 13:00 ～ 14:30

5月13日 金 影 森 公 民 館 10:00 ～ 12:00
旭 町 公 会 堂 13:30 ～ 15:00

5月16日 月 小柱農村集落センター 10:00 ～ 11:00
大 田 公 民 館 12:30 ～ 14:00

5月18日 水 尾 田 蒔 公 民 館 10:00 ～ 11:30
中 蒔 田 椋 神 社 13:00 ～ 14:30

5月19日 木 高 篠 公 民 館 10:00 ～ 12:00
高 篠 恒 持 神 社 13:30 ～ 15:00

5月23日 月 中宮地町公会堂 10:00 ～ 11:30
中 村 町 公 会 堂 13:00 ～ 14:30

5月30日 月

宮 崎 公 会 堂 10:00 ～ 11:30
原谷グラウンド
（文化体育センターとなり） 13:00 ～ 14:30

下黒谷運動広場駐車場
（㈱西武リースの裏） 15:00 ～ 16:00

5月31日 火 秩父保健センター 10:00 ～ 12:00
秩 父 公 園 13:30 ～ 15:30

在宅介護支援センター担当地区一覧表
お 住 ま い の 地 区 担当支援センター 電　　話

寺尾地区、原谷地区、高篠地区 秩父中央在宅介護支援センター
（秩父中央病院内） 24-5870

日野田町、野坂町、熊木町、中町、本町、宮側
町、番場町、上野町、東町、道生町、桜木町

生協ちちぶ在宅介護支援センター
（市役所前） 25-2077

蒔田地区、田村地区、大田地区、久那地区、
別所地区、下郷6町会、宮地地区、相生町

ビッラ・ベッキア在宅介護支援センター
（老健ビッラ・ベッキア内） 22-7027

上町、中村町、近戸町、影森地区、浦山
地区

在宅介護支援センターなかむら
（老健うらら内） 27-0251

旧吉田町地区 白砂恵慈園在宅介護支援センター
（白砂恵慈園内） 77-0099

旧荒川村地区 荒川園在宅介護支援センター
（荒川園内） 54-1500

旧大滝村地区 大滝・桜の園在宅介護支援センタ
ー（大滝・桜の園内） 54-2215

○旧荒川村管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月20日 金

秩父消防署荒川大
滝分署裏 9:30 ～ 10:00

大房仁様宅前（白
久・中野） 10:30 ～ 11:00

荒川公民館 12:30 ～ 13:00
荒川総合支所西側駐車場 13:30 ～ 14:10
上石原区集会場 14:40 ～ 15:10

○旧大滝村管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月17日
（第１班） 火

吉田和平様宅横 10:00 ～ 10:20
山中保様宅上 10:40 ～ 10:50
大輪コミュニティセンター 11:00 ～ 11:10
神岡消防器具庫前 11:20 ～ 11:30
大滝総合支所 11:40 ～ 11:55
山中秀人様宅前 13:00 ～ 13:10
磯田善代様宅前 13:15 ～ 13:25
小双里公会堂 13:30 ～ 13:40
山口喜三様宅入口 14:00 ～ 14:10
中津川消防器具庫前 14:20 ～ 14:40
㈱ニッチツ社宅前 15:00 ～ 15:10

○旧大滝村管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月17日
（第２班） 火

大久保区集会場 10:30 ～ 10:40
県営二瀬駐車場 10:50 ～ 11:00
柳田位子様宅前 11:20 ～ 11:30
大木消防器具庫前 11:40 ～ 11:50
大島屋前 12:00 ～ 12:10
麻生区集会所前 13:20 ～ 13:30
山中行栄様宅前 13:40 ～ 13:50
栃本会館前 14:00 ～ 14:10
旅館扇家山荘前 14:20 ～ 14:30

○旧吉田町管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月24日 火

上の原集落センター庭 10:00 ～ 10:50
井上農村集落センター 11:10 ～ 12:00
仲 橋 下 河 原 13:30 ～ 14:20
阿熊集落センター庭 14:40 ～ 15:00
久長農村集落センター庭 15:20 ～ 15:40

5月25日 水

上吉田生活改善センター庭 10:00 ～ 10:40
塚越区集会所前駐車場 11:00 ～ 11:40
太田部公民館庭 14:00 ～ 14:20
石間生活改善センター庭 15:00 ～ 15:20

★期間中はどの会場でも受けられます。
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４
月
１
日
の
合
併
後
も
、
今
お
手
元

に
お
持
ち
の
旧
４
市
町
村
（
秩
父
市
・

吉
田
町
・
大
滝
村
・
荒
川
村
）
の
「
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
は
、
有
効

期
限
（
平
成
17
年
９
月
30
日
）
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
70
歳
か
ら
72

歳
の
方
が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
」
も
有
効
期
限
（
平
成

17
年
７
月
31
日
）
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

秩
父
市
で
は
保
健
事
業
の
一
環
と
し

て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、

年
度
内
に
１
回
に
限
り
人
間
ド
ッ
ク
検

国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
証
は

　

今
お
持
ち
の
も
の
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い

35
歳
以
上
の

 

国
保
加
入
者
の
方
に

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
を

補
助
し
ま
す

診
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対　

象
（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方
）

１
．
検
診
日
に
お
い
て
、
資
格
を
取
得

し
て
か
ら
６
か
月
以
上
経
過
し
て
い

る
方

２
．
検
診
日
に
お
い
て
、
満
35
歳
以
上  

の
方

３
．
申
請
時
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す

る
方

申
請
方
法

　

ご
自
分
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
指
定

医
療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
検
診
の
申
し

込
み
を
し
、
予
約
が
取
れ
ま
し
た
ら
保

険
証
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
保
険
年

金
課
、
総
合
支
所
で
は
市
民
支
援
課
に

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
項
目
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
指
定
医
療
機
関
に
よ
り
検
査
費

用
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

補
助
額  

２
８
，
０
０
０
円
（
１
年
度

１
回
限
り
）

※
特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
ク

　

平
成
17
年
度
中
（
４
月
１
日
〜
平
成

18
年
３
月
31
日
）
に
50
歳
・
60
歳
に
な

る
方
は
自
己
負
担
が
２
，
０
０
０
円
で

人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

17
年
度
中
に
受
け
な
い
と
通
常
の
助

成
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
度
中

に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

補
助
方
法

　

申
請
し
該
当
す
る
と
「
秩
父
市
国
民

健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
検
診
利
用
券
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

受
診
当
日
に
指
定
医
療
機
関
に
こ
の

利
用
券
を
提
出
す
る
と
、
検
診
料
か
ら

補
助
金
額
２
８
，
０
０
０
円
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

検査項目一覧
1 一般理学的検査 9 血液学的検査
2 身体計測 10 血清学的検査
3 心電図検査 11 生化学的検査
4 肺機能検査 12 糞便検査
5 聴力検査 13 胸・腹部X線検査
6 眼科系検査 14 消化器系（食道・胃・十二指腸）X線検査7 腹部超音波検査
8 尿一般検査 15 面　　接

指定医療機関一覧（順不同・敬称略）
医療機関名 所　　在　　地 電話番号

埼 玉 医 科 大 学
付 属 病 院 毛呂山町大字毛呂本郷38 0492－76－1550

藤 間 病 院
総合健診システム 熊谷市末広２－137 048－522－0600

国 保 町 立
小 鹿 野 中 央 病 院 小鹿野町大字小鹿野300 75－2332

秩　 父　 病　 院 宮側町16－12 22－3022
関　 根　 医　 院 日野田町２－19－27 23－0777
秩 父 第 一 病 院 中村町２－８－14 25－0311
あらいクリニック 本町１－18 25－2711
秩 父 生 協 病 院 阿保町１－11 23－1300
ラ イ フ サ ポ ー ト
ク リ ニ ッ ク 川口市東領家４－11－23 048－223－2576

皆 野 病 院 皆野町大字皆野2031－１ 62－6300
倉林外科胃腸科病院 黒谷305－２ 23－0968

　

中
山
田
町
会
で
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
平
成

16
年
度
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、
屋
台

ば
や
し
の
演
奏
に
必
要
な
太
鼓
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
宝
く

じ
の
売
上
金
の
一
部
を
原
資
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
行
わ
れ
る
各
種
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
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●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【健康相談】一般市民
　４月14日㈭、５月12日㈭９：00～11：00　(受付)

●【健康相談】骨粗しょう症検診
　５月20日㈮
　13：00～14：00（受付）
　（医師の診察、骨密度
測定、保健師による健康
相談等）
※秩父保健センターへ４
月18日㈪から申込み
　先着45人
●【肥満予防教室】

※電話で秩父保健セン
ターへ４月25日㈪か
らお申し込みくださ
い。
※３日目・４日目　運
動実習｢水中ウォー
キング｣、｢名所散策
ウォーキング｣は５
月の市報でお知らせ
します。
●【予防接種】（集団）

※正午から整理番号札を発行します。
※三種混合予防接種は、対象年齢が満６か月から満
３か月に変更になりました。

※駐車スペースに限りがありますので、できるだけ乗り合わせでお越しください。

月　日 時　　間 内　　　　容 講　師
① ５月16日㈪ 13：30～15：30 講義｢脂肪がいけないわけは｣ 医 師
② ５月25日㈬ ９：30～12：00 実習｢食生活見直し料理｣ 栄 養 士

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象
三種混合 ５月19日㈭ 13：15～14：30 満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ４月15日㈮・５月
26日㈭ 13：15～14：30 満３か月～６か月未満

ポ リ オ ５月９日㈪・11日
㈬・23日㈪ 13：15～14：30 満３か月～７歳６か月未満

吉田保健センター会場吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月12日㈫ 13：15～14：00 乳 児（ ４ か 月 児・
10 か 月 児 ） 健 診

平成16年11・12月生まれ
平成16年５・６月生まれ

５月20日㈮ 13：15～14：00 １ 歳 ６ か 月 児・
３ 歳 児 健 診

平成15年９・10月生まれ
平成13年12月生まれ
平成14年１月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月11日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

●【育児相談・健康相談】
　５月６日㈮13：00～15：00　大滝総合支所内
●【親子ふれあい教室（ひよこクラブ）】１歳６か
月を過ぎたお子さんと保護者

　４月26日㈫、５月19日㈭10：30～11：30
　大滝幼稚園

大滝保健センターからのお知らせ大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場荒川保健センター会場（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【健康相談】一般市民
　４月26日㈫
　13：30～15：00
●【胃がん検診】
　40歳以上の方
　５月６日㈮、11
日㈬、12日㈭８：
30～９：30（受付）
※検診料900円、健
康手帳、ハガキ（通
知書）を持参

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月27日㈬ 13：15～14：00 １ 歳 ６ か 月 児・
３ 歳 児 健 診

平成15年８・９月生まれ
平成13年11・12月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
４月11日㈪
５月16日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談

身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

※ご持参ください　●〔乳幼児健診〕母子健康手帳、健診アンケート（会場にも用意してあります。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　３歳児健診時には、採取した尿、歯ブラシもご持参ください。
　　　　　　　　　●〔育 児 相 談〕母子健康手帳
　　　　　　　　　●〔健 康 相 談〕健康手帳

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　４月13日㈬、５月11日㈬13：30～15：30
　やまなみ会館
※吉田保健センターへ申込み
●【胃がん検診】40歳以上の方
　４月14日㈭、４月19日㈫
８：30～９：30（受付）
※検診料900円、健康手帳、
ハガキ（通知書）を持参

※直接吉田保健センターへ
お越しください。

●【基本健康診査】40歳以上の方
　５月18日㈬12：30～13：30（受付）　　
※検診料1,000円、健康手帳、ハガキ（通知書）を
持参

※直接吉田保健センターへお越しください。



19

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠前期）】妊娠４～６か月の初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。
●【両親学級（妊娠後期）】妊娠７～ 10か月の初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。

●【転ばぬ先の体力づくり　（高齢者筋力向上トレ
ーニング）参加者募集】
　１会場につき週１回実施し、
１コースで10回行います。専
門トレーナーが、民謡・童謡・
歌謡曲などふるさとのリズム
にのって指導します。楽しく
て愉快な体操です。
指　導　専門トレーナー
※いきがいセンター（中村町ふれあいセンター下）
では、機器を利用したトレーニングを行います。
対　象　原則として市内在住で40歳以上の方
定　員　各コース30人（先着順）
参加費　無料
申込み　４月15日㈮から電話で秩父保健センターへ

※詳細については、参加者に別途通知します。
●【乳がん・子宮頚部がん検診】（集団）
＜乳がん検診＞　30歳以上の女性　視触診600円

乳房レントゲン700円（40歳以上
希望者）

＜子宮頚部がん検診＞　20歳以上の女性　細胞診800円
※申し込み制です。秩父・大滝・荒川保健センター
へ４月28日㈭までにお申し込みください。詳しく
は市報と一緒に各世帯に配布されるチラシ【乳・
子宮頚部がん集団検診のお知らせ】（オレンジ色
用紙）をご覧ください。なお、吉田は申し込みは
必要ありません。
●【胃がん検診・子宮がん検診】（個別）
※申し込み制です。毎月１～７日（土、日、祝日を
除く）までに検診料を添えて各保健センターへお
申し込みください。１年を通して委託医療機関（健

康カレンダーに記載）で受けられます。
※胃がん検診・子宮がん検診ともそれぞれ先着200
人で終了となります。

●【予防接種】（個別）
　事前に委託医療機関（健
康カレンダーに記載）に
予約が必要です。
◎三種混合　満３か月～
７歳６か月未満
　原則は集団予防接種で
すが、委託医療機関でも
受けられます。
　接種回数　４回
　（３～８週の間隔で３回接種後、１年～１年６か
月の間に１回）
◎麻しん・風しん　満１歳～７歳６か月未満
　接種回数　各１回　
◎幼児日本脳炎　満３歳～７歳６か月未満
　接種回数　３回
　（１～４週の間隔で２回接種後、約１年後１回）

会　　場 開　　催　　期　　間
いきがいセンター ５月９日～７月11日 毎週月曜日 13：30～15：30
いきがいセンター ５月11日～７月13日 毎週水曜日 13：30～15：30
原谷公民館 ５月12日～７月14日 毎週木曜日 13：30～15：30
高篠福祉交流センター

５月13日～７月15日 毎週金曜日
９：30～11：30

いきがいセンター 13：30～15：30

秩父保健センター会場秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
５月12日㈭ 13：00～14：00 ３ 歳 児 健 診 平成14年１月生まれ
５月17日㈫ 13：00～14：00 乳児（４か月児）健診 平成16年12月生まれ
５月18日㈬ 13：00～14：00 乳児（10か月児）健診 平成16年７月生まれ
５月24日㈫ 13：00～14：00 １歳６か月児健診 平成15年10月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月13日㈮ ９：30 ～ 10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

月　日 時　間 内容（テーマ）

① ５月27日㈮
９：30～12：00
（受付：９：15～）

・「妊娠中の過ごし方」
・「ママの栄養と食事」

② ５月31日㈫
13：30～16：00
（受付：13：15～）

・歯科保健･歯科健診
・ブラッシング指導
・妊婦体操

月　日 時　　間 内　容（テーマ）

① ５月22日㈰
13：30～16：00
（受付：13：15～）

・「赤ちゃんが生まれたら」
・「赤ちゃんのお風呂」（沐浴実習）

② ５月25日㈬
・「安心して赤ちゃんを迎えるために」（お産の準備、
呼吸法･補助動作の実習、産後の保健）
・母子保健サービスについて

※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年
間大切に保管してください。

●【ゆりかご支援事業（不妊治療費の助成）】　●【生活習慣病予防検診（人間ドックの助成）】
３月の広報紙と一緒に配布しました「秩父市健康カレンダー」をご覧ください。
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開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
４
月
10
日
〜
５
月
31
日
の
休
館
日

10 日 大 21 木
11 月 秩・荒・吉 22 金
12 火 23 土 大
13 水 24 日 大
14 木 25 月 秩・荒・吉
15 金 26 火
16 土 大 27 水
17 日 大 28 木 秩
18 月 秩・荒・吉 29 金 吉・大
19 火 30 土 大
20 水

【
登
録
】

  

図
書
等
を
借
り
た
り
、
施
設
を
利
用

す
る
に
は
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
が

必
要
で
す
。
カ
ー
ド
の
発
行
が
で
き
る

の
は
、
秩
父
郡
市
内
に
在
住
の
方
、
秩

父
市
内
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。
利
用
登
録
の
際
は
、
利
用
申
込

書
に
記
入
し
、
身
分
証
明
書
を
添
え
て

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
即

時
発
行
し
ま
す
。

【
貸
出
】

  

図
書
等
と
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』

を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
貸
出
点
数
・
期
間
は
、
い
ず
れ
４
館

で
統
一
さ
れ
ま
す
が
、
当
面
は
そ
れ

ぞ
れ
の
図
書
館
で
現
行
の
ま
ま
貸
出

し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
館
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

１ 日 大 17 火
２ 月 秩・荒・吉 18 水
３ 火 吉・大 19 木
４ 水 吉・大 20 金
５ 木 吉・大 21 土 大
６ 金 秩 22 日 大
７ 土 大 23 月 秩・荒・吉
８ 日 大 24 火
９ 月 秩・荒・吉 25 水
10 火 秩 26 木
11 水 27 金
12 木 28 土 大
13 金 29 日 大
14 土 大 30 月 秩・荒・吉
15 日 大 31 火 秩
16 月 秩・荒・吉

【
返
却
】

  

図
書
等
だ
け
を
最
寄
り
の
図
書
館
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
秩

父
図
書
館
・
荒
川
図
書
館
に
お
い
て
は
、

休
館
日
・
夜
間
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
お

返
し
く
だ
さ
い
。

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
お
は
な
し
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

４
月
９
・
23
日
、
５
月
14
・
28
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
０
３
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
裸
の
大
将
放
浪
記
』

　
（
１
９
８
１
年
、
日
本
、
１
１
７
分
）

監
督
・
製
作
・
脚
本  

山
田
典
吾

出　

演　

芦
屋
雁
之
助
、
中
村
玉
緒
、

根
上
淳
、
山
口
崇
、
小
松
政
夫
、
内
海

桂
子
、
内
海
好
江
、
根
岸
明
美
ほ
か

内　

容　
「
日
本
の
ゴ
ッ
ホ
」
と
呼
ば

れ
、
貼
り
絵
で
天
才
的
な
才
能
を
発
揮

し
た
山
下
清
の
一
代
記
。
芦
屋
雁
之
助

が
放
浪
の
画
家
山
下
清
に
な
り
き
っ
て

熱
演
し
、
限
り
な
い
感
動
と
溢
れ
る
ユ

ー
モ
ア
で
描
く
心
の
名
篇
。
皆
さ
ん
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
４
月
29
日
（
祝
・
金
）
１
時
30
分
〜

◎
入
場
は
無
料
で
す
。
吉
田
・
荒
川
・

大
滝
地
区
の
方
々
も
、
ご
遠
慮
な
く

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
会
場
は
秩
父
図
書
館
２
階
の
視
聴
覚

室
で
す
。

５月

●
図
書
館
で
人
気
の
名
作
映
画
鑑
賞
会

◆
平
成
17
年
５
月
〜
９
月
の
予
定
表

◎
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

  

４
月
12
日
、
５
月
10
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら

  

未
就
園
児
と
保
護
者
対
象
の
や
さ
し

い
お
は
な
し
を
語
り
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

  

４
月
23
日
、
５
月
28
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら

  

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
対
象
の
お

は
な
し
会
で
す
。

◆
転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
図
書
館
を
利
用

す
る
機
会
が
な
く
な

る
方
は
『
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
』
を
図
書

館
ま
で
お
返
し
く
だ

さ
い
。

月　

日

国

題　
　
　
　

名

５
月
26
日
㈭
日講
日
本
映
画
史
（
松
竹
映
画
）

懐
か
し
の
映
画
パ
ー
ト
２

６
月
29
日
㈬
伊
鉄
道
員
（
Ｐ
・
ジ
ェ
ル
ミ
）

７
月
28
日
㈭
日
蛍
川
（
芥
川
賞
受
賞
作
品
）

８
月
25
日
㈭
米
小
公
女
（
テ
ン
プ
ル
主
演
）

９
月
29
日
㈭
日
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
赤
い
屋
根

４月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

図
書
館
利
用
の
ご
案
内
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相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

５月10日㈫・19日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士５月17日㈫

10時～15時 荒川総合支所

※要電話予約
４月20日㈬　午前９時から電話予約受付各日　先着10人
☎25－5200（直通）

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員５月18日㈬

13時～16時
吉田総合支所
（振興会館）

行 政

４月18日㈪
５月16日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
５月２日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
４月11日㈪
５月９日㈪ 荒川総合支所
４月25日㈪
５月23日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ４月12日㈫ ・５月10日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ４月20日㈬・５月18日㈬
13時～15時 司法書士

税 務 ４月11日㈪ ・５月９日㈪
10時～15時 税務相談官

土 地 建 物 ４月19日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ４月28日㈭ ・５月26日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ４月26日㈫ ・５月24日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ５月13日㈮　13時～15時 社会保険労務士
※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282 22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎週火・水・金曜
8時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（月曜・年末年始
を除く）９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
22－7055土・日・祝日  ９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

不 登 校 等
教 育

・ひまわり教室　毎日（土・
日・祝日を除く）９時～17時

学校教育課
☎25－5228（直通）

・やまなみ教室
　月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時 ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業 毎日（土・日・祝日を

除く）９時～17時

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
8時30分～17時 ※電話相談可 北部労働商工センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中小企業者
向け金融経営

5/11  13時～17時  ※前々日までに予約
会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 毎月第２土曜　13時～16時
会場　福祉女性会館 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
※福祉婦人会館は、福
祉女性会館に名称変
更しました。

で ま え
心 配 ご と

吉田総合支所　４/14
影森公民館　４/21
社協荒川事務所　４/28
13時～16時

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
老
齢
、

障
が
い
、
死
亡
な
ど
の

事
態
に
、
基
礎
的
な
生

活
の
保
障
を
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
人
に
共
通
の

基
礎
年
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
期

間
が
あ
る
人
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
分

の
年
金
が
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類
】

●
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業
、
農
業
、

無
職
、
学
生
等
で
、
第
２
号
被
保
険
者

や
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い
人

加
入
手
続　

市
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
行
い
ま
す
。

保
険
料
は　

月
額
１
３
，
５
８
０
円
（
平

成
17
年
度
）

納
付
方
法

①
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る　
　

②
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら

納
め
る
（
電
子
納
付
）

＊
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
社

会
保
険
事
務
所
ま
で

●
第
２
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金
、
共

済
組
合
の
加
入
者
（
会
社
員
・
公
務
員
）

加
入
手
続　

事
業
主
が
行
い
ま
す
。

保
険
料
は　

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

●
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加
入
手
続　

配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
け
出

ま
す
。

保
険
料
は　

配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生
年

金
等
の
制
度
全
体
が
負
担
し
ま
す
の
で

個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人
】

○
任
意
加
入（
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
）

＊
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
年
金
の

受
給
資
格
が
な
い
人
や
年
金
額
を
満

額
に
近
づ
け
た
い
人

＊
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
海
外
に
住

ん
で
い
る
日
本
人

○
特
例
任
意
加
入

　
　
（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
）

＊
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
65
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資

格
が
な
い
人
は
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
ま
で
（
最
長
70
歳
ま
で
）
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の

加
入
手
続
は

お
済
み
で
す
か
？



旬
ご
ろ
送
付
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１

内
線
１
２
７
８
・
１
２
７
９

  

平
成
16
年
分
の
確
定
申
告
に
係
る
振

替
日
は
、

◎
所
得
税　

４
月
19
日
㈫

◎
消
費
税　

４
月
26
日
㈫
で
す
。

  

２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
残
高
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
預
貯
金
残
高
不
足
等
で
引
落

し
で
き
ま
せ
ん
と
、

◎
所
得
税  

３
月
16
日
㈬

◎
消
費
税  

４
月
１
日
㈮

か
ら
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
税
務
署
管
理
徴
収
部
門

　

☎
22
ー
４
４
３
４

2222

　

４
月
１
日
の
新
市
誕
生
に
伴
い
、
議

場
、
議
会
事
務
局
等
が
仮
議
会
棟
に
移

転
し
ま
し
た
。

仮
議
会
棟
使
用
期
間

　

平
成
18
年
４
月
30
日
ま
で
（
予
定
）

所
在
地　

大
宮
７
９
４
番
地
６
（
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
㈱
旧
埼
玉
事
業
所
社
屋
）

　

☎
21
ー
３
０
３
０

21
ー
３
０
２
３

　

平
成
17
年
３
月
に
秩
父
広
域
市
町
村

圏
組
合
事
務
局
が
移
転
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
住
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

〒
３
６
８
ー
０
０
０
２

　

秩
父
市
栃
谷
１
４
７
７

　
（
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階
）

　

☎
23
ー
２
２
４
２
（
代
表
）

　

23
ー
１
２
３
６

　

市
役
所
内
に
あ
る
埼
玉
り
そ
な
銀
行

秩
父
支
店
派
出
所
の
営
業
時
間
が
、
４
月

１
日
か
ら
１
時
間
延
長
さ
れ
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課

　

☎
25
ー
５
２
１
９
（
直
通
）

　

個
人
情
報
保
護
法
が
４
月
１
日
か
ら

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人
情
報

の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
範

囲
内
で
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
個

人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と

は
原
則
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、
安
全
管
理

措
置
、
従
業
者
や
委
託
先
の
監
督
な
ど

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る

ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
に
開
示
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、
そ
の
事
業
者
に
申

し
出
る
ほ
か
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や

地
方
公
共
団
体
の
苦
情
相
談
窓
口
な
ど

で
相
談
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局H

P
h
ttp
://w

w
w
5
.
c
a
o
.g
o
.jp
/

seikatsu
/ko
jin
/in
d
ex.h

tm
l

を

ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課

　

☎
22
ー
２
２
０
４
（
直
通
）

　

固
定
資
産
税
の
基
準
日
は
毎
年
１
月

１
日
で
す
。
新
秩
父
市
は
４
月
１
日
付

の
合
併
の
た
め
、
平
成
17
年
度
は
、
評

価
証
明
等
の
土
地
・
家
屋
の
所
在
地
が
、

旧
市
町
村
名
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、固
定
資
産
税
納
税
通
知
書（
納

付
書
）
は
、
旧
市
町
村
分
ご
と
の
通
知

に
な
り
ま
す
の
で
、
旧
秩
父
市
・
旧
吉

田
町
・
旧
大
滝
村
・
旧
荒
川
村
に
ま
た

が
っ
て
物
件
を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、

複
数
枚
の
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
納
税
通
知
書
は
５
月
上

移転先

平成17年度市税等納期のお知らせ
今年も納期限内納付にご協力ください。

納期 税　　　目 期　別 納期限およ
び振替日

４月 国民健康保険税 随　時 ５月２日

５月 固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税 第１期 ５月31日

６月 市 県 民 税 第１期 ６月30日

７月 固 定 資 産 税
国民健康保険税

第２期 ８月１日第１期

８月 市 県 民 税
国民健康保険税 第２期 ８月31日

９月 国民健康保険税 第３期 ９月30日

10月 市 県 民 税
国民健康保険税

第３期 10月31日第４期
11月 国民健康保険税 第５期 11月30日

12月 固 定 資 産 税
国民健康保険税

第３期 12月26日第６期

１月 市 県 民 税
国民健康保険税

第４期 １月31日第７期

２月 固 定 資 産 税
国民健康保険税

第４期 ２月28日第８期

３月 市 県 民 税
固 定 資 産 税 随　時 ３月31日

※口座振替納税制度をご利用の皆さんは、納
期限に振り替えますので預貯金の残高をご
確認ください。

秩
父
市
議
会
の
議
会
棟
が

移
転
し
ま
し
た

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
移
転
の
お
知
ら
せ

埼
玉
り
そ
な
銀
行
秩
父
支
店

市
役
所
派
出
所
の
営
業
時
間
が

変
更
と
な
り
ま
し
た

個
人
情
報
保
護
法
が

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

振
替
納
税
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ



電
動
生
ご
み
処
理
機
と
は
？

　

生
ご
み
を
分
解
、
減
量
、
堆
肥
化
す

る
た
め
の
電
動
式
の
装
置
で
す
。

補
助
内
容　

各
家
庭
で
購
入
し
た
電
動
生

ご
み
処
理
機
に
つ
い
て
、
購
入
金
額
の

２
分
の
１
（
最
高
２
万
円
を
限
度
）
を

補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

対　

象

①
市
内
在
住
の
方
（
事
業
所
を
除
く
。）

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
よ
り
生
じ
る
堆

肥
等
を
原
則
と
し
て
自
宅
利
用
で
き

る
方

④
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
に
電
動
生

ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
方

受
付
期
間　

４
月
１
日
か
ら
予
定
基
数
に

な
る
ま
で

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
生
活
衛

生
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
支

援
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
購
入
予
定
の
電
動
生
ご
み
処
理
機
が

補
助
対
象
と
な
る
か
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25
ー
５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
３
９
５
（
直
通
）

23

平日夜間窓口 日曜日窓口 休 日 窓 口

４月14日、４月28日
５月12日 ４月24日 ４月24日を除く土・日・祝日

17時15分
～19時15分

８時30分
～17時15分 ８時30分～17時15分

市民課・保険年金課・
こども課・収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

① 戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
　 証明、所得課税証明などの発行
③ 転入、転出届等の事務
④ 納税と納税相談の受付
 　　　　　･･････などの通常業務

① 戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑証
明や所得課税証明など
税証明の発行

③ 市への納入金預かり
④ 死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行いま
せん。

日 月 火 水 木 金 土

4/1０ 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
5/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

　

毎
月
１
回
、「
市
報
ち
ち
ぶ
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
声
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会
」

に
よ
り
録
音
し
、
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

（
一
部
読
ま
な
い
記
事
も
あ
り
ま
す
。）

対　

象　

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
等

体　

裁　

64
分
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
２
本

郵
送
・
返
却
方
法　

障
が
い
者
用
の
無

料
郵
送
袋
に
入
れ
て
送
付
し
ま
す
。
返

却
時
は
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
往
復
と
も
無
料
で
す
。

申
込
み　

企
画
広
報
課
・
社
会
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
総
務
課
・
健
康
福
祉
課
へ
。

　

秩
父
市
で
は
、
埼
玉
新
聞
社
と
協
力

し
て
、「
市
報
ち
ち
ぶ
」
に
掲
載
し
た

情
報
や
、
埼
玉
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
秩

父
市
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
編
集
し
、

月
１
回
15
日
に
、
秩
父
市
の
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
「
秩
父
市
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
」

と
し
て
配
信
し
ま
す
。

　

秩
父
市
に
住
ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
秩
父
市
外
の
方
で
秩
父
市
の
情
報

に
接
し
た
い
方
は
ど
な
た
で
も
、
無
料

で
購
読
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
秩
父
市
ま
た
は
埼
玉
新
聞
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

以
上
問
い
合
わ
せ　

企
画
広
報
課

　

☎
22
ー
２
２
０
２
（
直
通
）

　

新
潟
県
柏
崎
市
に
あ
る
秩
父
市
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
、
今
年
も
５
月
１
日

㈰
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

設　

備　

木
造
の
コ
テ
ー
ジ
に
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
ト
イ
レ
、
シ

ャ
ワ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
（
食
事
は
自
炊
）

等
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
料
金

　

コ
テ
ー
ジ
４
人
用
（
１
棟
１
泊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
，
０
０
０
円

　

コ
テ
ー
ジ
８
人
用
（
１
棟
１
泊
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　

テ
ン
ト
（
１
張
１
夜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
（
１
台
１
夜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

※
料
金
は
申
請
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
へ
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
（
市
内
へ
通

勤
・
通
学
の
方
は
証
明
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※
７
月
、
８
月
の
利
用
申
込
み
方
法
に

つ
い
て
は
、
市
報
５
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

　
　

声
の
市
報
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
秩
父
市
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
」

を
発
行
し
ま
す

５
月
１
日
㈰
か
ら利

用
で
き
ま
す

秩
父
市
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

電
動
生
ご
み
処
理
機

購
入
家
庭
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

(

一
世
帯
一
台
２
万
円
を
限
度)
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紙
お
む
つ
排
出
用
に
秩
父
広
域
市
町

村
圏
組
合
の
有
料
指
定
ご
み
袋
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

秩
父
市
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
方

②
児
童
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支
給

対
象
者

③
秩
父
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支

給
対
象
者

支
給
方
法　

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
①
に

該
当
す
る
方
は
母
子
健
康
手
帳
を
提
示

し
、
審
査
後
、
次
の
施
設
の
窓
口
で
支

給
し
ま
す
。
な
お
、
母
子
健
康
手
帳
を

紛
失
さ
れ
た
方
は
再
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

②
お
よ
び
③
に
該
当
す
る
方
は
申
請

書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
支
給

は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
が
行
い
ま
す
。

支
給
窓
口

　

市
役
所
市
民
課
・
こ
ど
も
課
、
各
総

合
支
所
市
民
支
援
課
・
健
康
福
祉
課
、

各
出
張
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
児

童
館

支
給
枚
数　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
か
月
あ
た
り
16
リ
ッ
ト
ル
袋
５
枚
と

し
、
年
間
60
枚
以
内
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
分
を
翌
年
度
以
降
に

は
支
給
し
ま
せ
ん
。

支
給
時
期　

４
月
１
日
か
ら

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25
ー
５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
３
９
５
（
直
通
）

対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
満
70
歳
以

上
の
方

利
用
回
数　

年
３
回

利
用
内
容　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

治
療
を
受
け
た
場
合
、
施
術
料
金
が
２
，

０
０
０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

利
用
施
設　

左
表
の
施
術
院

＊
な
お
、
施
術
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
等
で
予
約
し
て
か
ら
お

受
け
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　

５
月
１
日
㈰
〜
平
成
18
年
３

月
15
日
㈬

申
込
み　

４
月
28
日
㈭
か
ら
市
役
所
高

齢
者
介
護
課
・
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
窓
口
に
て
受
付
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

　

平
成
２
年
10
月
に
開
設
し
た
ち
ち
ぶ

パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
現
在
年
間
８
，

０
０
０
人
以
上
の
利
用
者
が
あ
り
、
全

国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
利
用
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
秩
父
も
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
飽
和

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
し
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
求
人
求
職
情
報
の
提
供
、
相

談
窓
口
の
充
実
を
図
る
た
め
、
じ
ば
さ

ん
セ
ン
タ
ー
内
の
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト

を
拡
充
し
、４
月
４
日
か
ら
新
た
に「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
パ
ー
ト
情
報
の
み
の

提
供
で
し
た
が
、
今
後
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
同
様
一
般
求
人
求
職
情
報
の
提
供
や

相
談
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
施
設
内
に
は
セ
ミ
ナ
ー
ル

ー
ム
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
よ

り
一
層
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

専
属
ス
タ
ッ
フ
も
増
員
し
、
き
め
細

か
な
職
業
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
職
業
相
談
は
毎
日
、
内
職
相
談

は
毎
週
木
曜
日
に
行
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩

父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
工
業
振
興
課

　

☎
22
ー
３
４
２
８
（
直
通
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22
ー
３
２
１
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24
ー
５
２
２
２

４
月
13
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜正

午

秩
父
神
社
境
内

（
本
町
青
年
部
）

午
後
１
時
〜
４
時

秩
父
神
社
境
内

（
秩
父
氏
子
青
年
会
）

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22
ー
０
６
４
８

施　術　院　一　覧　表
【秩　父　市】

江澤鍼灸院 上宮地町 は・き・マ 23－0456
金内マッサージ 中 町 マ 24－9319
気針堂はり温灸院 上 町 は・き 23－0667
強谷鍼灸治療院 山 田 は・き・マ 22－2135
泉樹治療院 日野田町 は・き・マ 24－6772
田口マッサージ 野 坂 町 マ 23－8998
田端東洋治療院 永 田 町 は・き・マ 24－6858
秩父第一鍼療院 東 町 は・き・マ 22－1926
永井鍼灸院 野 坂 町 は・き 24－3322
武甲鍼灸マッサージ院 相 生 町 は・き・マ 22－5613
優光堂 中 村 町 は・き・マ 25－1731
三上鍼灸院 荒川上田野 は・き 54－1187

【小 鹿 野 町】
小松治療院 上 は 75－0085

【皆　野　町】
太幡マッサージ院 皆 野 町 マ 62－0345

【横　瀬　町】
加藤治療院 根 古 屋 マ 24－6844
※は･･･はり　き･･･きゅう　マ･･･マッサージ

紙
お
む
つ
用

ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

平
成
17
年
度
分

敬
老
は
り
・
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
を
交
付
し
ま
す

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト

が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
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乳
幼
児
（
主
に
０
〜
３
歳
児
）
が
親

子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日
（
５

月
３
日
、
５
日
は
休
み
）

イ
ベ
ン
ト
開
催
日　

４
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰

イ
ベ
ン
ト
内
容　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

　

愛
情
を
込
め
て
や
さ
し
く
な
で
て
あ

げ
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
安
ら
ぎ
を
感
じ

ま
す
。
そ
の
心
地
よ
い
刺
激
が
、
赤
ち

ゃ
ん
の
生
命
力
を
活
発
に
し
、
こ
こ
ろ

や
か
ら
だ
の
発
育
に
よ
い
影
響
を
与
え

ま
す
。
そ
の
基
本
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分（
イ
ベ
ン
ト
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
）

会　

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

不用品のリサイクルコーナー
　市では、自分には不用になったが、まだ利用で
きるものなので譲りたい、または、譲ってほしい
という希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

譲
り
た
い
物

歩行器、折りたたみ式ベッド、ペットケージ、ラン
ドセル（赤）、住宅模型作成キット、食器戸棚、
ベビータンス、テーブル、タンス、桐タンス

譲
っ
て
ほ
し
い
物

電子オルガン、ロックミシン、秩父農工学生服
（男子用上下）、TVボード、電動型ルームラン
ナー、電気ポット、コーヒーメーカー、ふたば幼
稚園制服（男子用）、自転車（大人用）、石油ス
トーブ、圧力鍋、ミキサー、パソコン、下駄箱

登
録
状
況

譲りたい物 13件
譲ってほしい物 22件

（平成17年３月22日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　なお、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲り
受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市民生活
課までご連絡ください。

　登録申込み・問い合わせ
　　　　市民生活課☎２５－５２００（直通）

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
豊
か
に
暮

ら
す
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
、

毎
年
「
女
と
男
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ
り
充
実

し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
す
る
た
め
、
企
画
運

営
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

内　

容
「
女
と
男
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
」

（
３
〜
４
回
）
の
企
画
運
営

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

募
集
人
数　

５
人
程
度

任　

期　

１
年
間

応
募
方
法　

市
民
生
活
課
に
あ
る
応
募
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
に

よ
る
用
紙
の
請
求
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

５
月
10
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22
ー
７
８
６
６

　

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
。
そ
の

た
め
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
各
届
書
の
職
業
・
産
業
欄
を
必

ず
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

調
査
期
間　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成

18
年
３
月
31
日

調
査
対
象
者　

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
届
の
各
届
出
を
さ
れ
る
方

調
査
方
法　

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と

き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
や
産
業
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
届
出
の
際
に
戸
籍
担
当

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
戸
籍
担
当

　

☎
22
ー
５
３
４
８
（
直
通
）

　

県
で
は
、
県
民
の
利
便
の
向
上
を
図

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
秩
父
市
に
主

た
る
事
務
所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設

立
認
証
事
務
な
ど
を
、
埼
玉
県
秩
父
地

域
創
造
セ
ン
タ
ー
で
も
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
秩
父
地
域
創
造
セ
ン

タ
ー
☎
24
ー
１
１
１
０

　

埼
玉
県
総
務
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課

　

☎
０
４
８
ー
８
３
０
ー
２
８
１
８

　

市
で
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

中
小
企
業
者
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ

リ
ー
ズ
・
１
４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
の
認

証
を
取
得
し
た
場
合
に
要
し
た
経
費
に

対
し
、
次
の
と
お
り
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
た
だ
し
、
市
税
を
完
納
し
て
い

る
事
業
者
が
対
象
で
す
。

申
請
期
限　

認
証
取
得
後
１
年
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
経
費　

認
証
取
得
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
本
審
査
登
録
に
係
る
経
費

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

限
度
額　

一
シ
リ
ー
ズ
１
０
０
万
円

（
一
シ
リ
ー
ズ
に
つ
き
一
事
業
所
あ
た

り
一
事
業
）

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22
ー
３
４
２
８
（
直
通
）

親
子
で
遊
ぶ
つ
ど
い
の
広
場

集
ま
れ
乳
幼
児
！

人
口
動
態
『
職
業
・
産
業
』

調
査
を
行
い
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

 

設
立
認
証
申
請
な
ど
を

  

埼
玉
県
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
経
費
を

補
助
し
ま
す

「
女ひ

と

と
男ひ

と

の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
」

企
画
運
営
委
員
募
集
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は
２
首
を
記
入
し
、
掲
載
希
望
月
の

前
々
月
末（
６
月
号
↓
４
月
30
日
締
切
）

ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
の
際
、
住
所
・
氏
名
は
、
作
品

の
左
側
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
俳
句
、
短
歌
そ
れ
ぞ
れ
１
人
１
通
の

み
と
し
ま
す
。

掲　

載　

選
者
の
先
生
に
よ
り
選
考
し
、

掲
載
し
ま
す
。

○
お
子
さ
ん
の
写
真

対　

象　
１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん

応
募
方
法　

写
真
に
、
住
所
・
両
親
と
お

子
さ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
・
コ
メ
ン
ト
を
明
記

し
た
も
の
を
添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲　

載　

毎
月
２
枚
を
抽
選
し
、
掲
載

※
抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
対
象
年
齢
を

超
え
る
ま
で
は
翌
月
に
再
抽
選
し
ま

す
。

あ
て
先　

〒
３
６
８
ー
８
６
８
６　

熊

木
町
８
ー
15　

市
役
所
企
画
広
報
課

問
い
合
わ
せ　

企
画
広
報
課

　

☎
22
ー
２
２
０
２
（
直
通
）

　

学
校
補
助
員
は
、
市
立
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
と
、
学
習
活
動
や
読
書
活

動
・
学
級
生
活
等
で
の
ふ
れ
あ
い
や
支

援
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
め

る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

応
募
資
格

○
学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
20
歳
か

ら
50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

　

男
女
共
生
、
女
性
問
題
に
関
心
の
あ

る
方
、
イ
ラ
ス
ト
や
文
章
を
書
く
の
が

好
き
な
方
、
取
材
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
人
々
と
出
会
っ
て
み
た
い
方
。
一
緒

に
情
報
紙
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

内　

容　

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
あ

べ
に
ー
る
」（
年
２
回
発
行
）
の
企
画

編
集

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

募
集
人
数　

５
人
程
度

任　

期　

２
年
間

応
募
方
法　

市
民
生
活
課
に
あ
る
応
募
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
に

よ
る
用
紙
の
請
求
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

５
月
10
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

　

新
市
の
広
報
紙

「
市
報
ち
ち
ぶ
」

で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
俳
句
、

短
歌
、
お
よ
び
小

さ
い
お
子
さ
ん
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
掲
載
は

６
月
号
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

○
俳
句
・
短
歌

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
、
２
句
ま
た

○
教
員
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
児

童
・
生
徒
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
親
身

に
な
っ
て
学
校
生
活
・
読
書
等
の
支

援
活
動
の
で
き
る
方

申
込
み　

受
付
４
月
11
日
㈪
か
ら
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
志
願
書
（
学
校

教
育
課
に
あ
り
ま
す
。）
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

　

☎
25
ー
５
２
２
８
（
直
通
）

資　

格

○
秩
父
市
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
40
歳

未
満
の
方

○
心
身
と
も
に
健
康
で
、
職
務
を
遂
行

で
き
る
方

○
交
通
問
題
に
理
解
と
関
心
が
高
く
、

か
つ
、
指
導
力
の
あ
る
方

任　

期　

平
成
17
年
５
月
１
日
〜
平
成

19
年
３
月
31
日
（
再
任
あ
り
）

活
動
内
容

○
幼
稚
園
、
保
育
所
、
学
校
等
に
お
け

る
交
通
安
全
教
室
の
企
画
・
開
催

○
道
路
等
で
の
街
頭
指
導
の
実
施

○
研
修
会
等
へ
の
参
加　

…
等

報　

酬　

日
額
３
，
８
０
０
円

応
募
方
法　

４
月
25
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

〒
３
６
８
ー
８
６
８
６　

熊
木
町
８

ー
15　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

と　

き　

５
月
15
日
㈰
（
雨
天
の
場
合

は
、
５
月
29
日
㈰
に
順
延
）

と
こ
ろ　

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
花
ま
つ
り
の
森
駐
車
場
、
道

の
駅
ち
ち
ぶ
横
）

出
店
料　

一
般
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

業
者
４
，
０
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
11
日
㈪
〜
５
月
10
日
㈫

先
着
１
２
０
店
舗
ま
で
。

申
込
方
法

①
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
直
接
申
し

込
む
場
合

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
の
間

に
左
記
の
場
所
に
て
受
付
。

・
市
役
所
本
庁
舎
３
階
生
活
衛
生
課

（
各
総
合
支
所
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

・
有
隣
興
業
㈱

②
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む
場
合

　

有
隣
興
業
㈱
ま
で
、
所
定
の
用
紙
で

申
込
み
（

22
ー
５
７
６
４
）

※
所
定
の
用
紙
は
生
活
衛
生
課
、
有
隣

興
業
㈱
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員

会
事
務
局
（
有
隣
興
業
㈱
サ
ー
ビ
ス

事
業
部
）

　

☎
22
ー
１
３
４
９

22
ー
５
７
６
４

男
女
共
同
参
画
情
報
紙

「
あ
べ
に
ー
る
」

企
画
編
集
委
員
募
集

皆
さ
ん
の
俳
句
・
短
歌
と

お
子
さ
ん
の
写
真

を
募
集
し
ま
す

市
立
小
中
学
校

　
　

学
校
補
助
員

を
募
集
し
ま
す

秩
父
市
交
通
安
全
教
育

担
当
指
導
員
募
集

あ
な
た
の
力
を
交
通
安
全
に
！

第
24
回

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。



平成17年度「児童福祉週間」標語
「ちがうみんな　ちがう夢　おんなじ大きな未来」

　

農
業
振
興
課
で
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
・
高
齢
化
や
農
業
生
産
調
整
等
に

よ
り
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
を
、
市
民

農
園
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
左
記
の
と
お
り
空
区
画
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

募
集
地
区
一
覧

・
近
戸
町　

（
11
区
画
）

・
永
田
町　

（
６
区
画
）

・
金
室
町　

（
３
区
画
）

・
別　

所　

（
１
区
画
）
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と　

き

　

５
月
〜

３
月
（
毎

月
第
２
土

曜
日
）
午

前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対　

象　

市
内
小
中
学
生

定　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
回
（
５
月
14
日
㈯
）
は
、
参
加
費

持
参
の
う
え
、
保
護
者
も
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
（
ま
た
は
ベ
ス

ト
）
や
小
物
（
帽
子
・
ビ
ー
ズ
）
な
ど

好
き
な
も
の
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

５
月
17
日
㈫
〜
12
月
13
日
㈫
、

原
則
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
（
全
15

回
）
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対　

象　

勤
労
青
少
年

定　

員　

20
人

会　

費　

２
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

申
込
み　

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

以
上
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22
ー
０
４
２
０

・
高　

篠　

（
18
区
画
）

・
影　

森　

（
１
区
画
）

・
黒　

谷　

（
22
区
画
）

※
場
所
の
詳
細
図
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
振
興
課
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
受
付　

４
月
20
日
㈬
午
前
８
時
30
分

か
ら
、
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
農
業
振

興
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課

　

☎
25
ー
５
２
１
０
（
直
通
）

対　

象　

県
内
在
住
・
在
勤
で
20
歳
以

上
の
方
（
公
務
員
は
除
く
）

任　

期　

平
成
17
年
７
月
１
日
〜
平
成

19
年
６
月
30
日

内　

容　

県
職
業
能
力
開
発
計
画
や
そ

の
他
職
業
能
力
の
開
発
に
関
す
る
重
要

事
項
の
審
議

募
集
人
数　

１
人
（
選
考
）

申
込
方
法　

４
月
22
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
所
定
の
応
募

書
と
作
文
を
送
付
。
応
募
書
は
、
県
職

業
能
力
開
発
課
、
各
県
高
等
技
術
専
門

校
で
配
布
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
可
。

　

作
文
は
「
埼
玉
県
の
職
業
能
力
開
発

に
つ
い
て
の
提
案
・
意
見
」
に
つ
い
て

（
１
，
０
０
０
字
程
度
、
様
式
自
由
）

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
職
業
能
力
開
発
課

　

☎
０
４
８
ー
８
３
０
ー
４
５
９
８

　

０
４
８
ー
８
３
０
ー
４
８
５
３

　

リ
ズ
ム
の
良
い
音
楽
に
合
わ
せ
た
体

操
で
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

５
月
13
日
〜
７
月
15
日
の
毎

週
金
曜
日
（
午
前
10
時
〜
正
午
）

対　

象　

一
般
成
人
男
女

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

２
２
０
人

申
込
み　

４
月
22
日
㈮
〜
30
日
㈯
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
休
館

日
は
火
曜
日
で
す
。）

※
電
話
や
本
人
以
外
に
よ
る
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
費　

一
ク
ラ
ブ
に
つ
き
１
，
０
０

０
円
（
別
途
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

申
込
み　

４
月
20
日
㈬
〜
30
日
㈯
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
休
館

日
は
火
曜
日
で
す
。）

※
テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
１
人
に

つ
き
１
ク
ラ
ブ
で
す
。
な
お
、
電
話

や
本
人
以
外
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

以
上
問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
ー
４
０
０
４

ク　ラ　ブ　名 定員 曜日 期　　　間 時　　間
ソフトバレーボールクラブ 40 月 ５月９日～７月11日  10時～正午
イ ン デ ィ ア カ ク ラ ブ 40 水 ５月11日～７月20日  10時～正午
卓 球 ク ラ ブ 60 木 ５月12日～７月14日  10時～正午
バ ド ミ ン ト ン ク ラ ブ 70 木 ５月12日～７月14日  10時～正午
ＡＮバドミントンクラブ 30 木 ５月12日～７月14日  13時～15時

硬
式
テ
ニ
ス

月 曜 テ ニ ス ク ラ ブ 15 月 ５月９日～７月11日  10時～正午
月曜ＡＮテニスクラブ 15 月 ５月９日～７月11日  13時～15時
水曜初心者テニスクラブ 15 水 ５月11日～７月20日  10時～正午
木 曜 テ ニ ス ク ラ ブ 15 木 ５月12日～７月14日  10時～正午
金 曜 テ ニ ス ク ラ ブ 15 金 ５月13日～７月15日  10時～正午

わ
ん
ぱ
く
将
棋
道
場

受
講
者
募
集

青
年
手
芸
教
室
受
講
者
募
集

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

第
１
期

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

参
加
者
募
集

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

市
民
農
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

埼
玉
職
業
能
力
審
議
会

委
員
を
公
募
し
ま
す
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☎
22
ー
０
２
７
２
）
へ
。

　

武
甲
山
資
料
館
で
は
、
武
甲
山
に
生

息
す
る
貴
重
な
植
物
の
「
チ
チ
ブ
イ
ワ

ザ
ク
ラ
」
を
、
開
花
期
間
に
限
り
特
別

展
示
し
ま
す
。

展
示
予
定
時
期
・
期
間

・
４
月
中
旬
の
約
１
週
間

※
天
候
に
よ
り
開
花
が
早
ま
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
来
館
さ
れ
る
前
に

資
料
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

武
甲
山
資
料
館

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　

火
曜
日

入
館
料　

大　

人　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

児
童
・
生
徒　

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

武
甲
山
資
料
館

　

☎
24
ー
７
５
５
５

開
催
日　

４
月
17
日
〜
10
月
30
日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
29
回
）、
午
前
６
時
〜

８
時

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
前

初
市
（
４
月
17
日
）
の
イ
ベ
ン
ト

①
海
産
物
の
特
売

②
商
品
（
海
産
物
以
外
）
お
買
い
上
げ

の
方
に
芝
桜
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
景
品
が

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

※
出
店
者
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
事
務
局
朝

市
係
ま
で
☎
25
ー
０
０
８
８

w
w
w
.jiba.or.jp/ch

ich
ibu
/asaich

i
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高
齢
者
介
護
の
心
遣
い
と
介
護
の
基

本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

５
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

長
瀞
町
中
央
公
民
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人

費　

用　

無
料
（
た
だ
し
、
教
本
、
保

険
料
と
し
て
１
，
０
０
０
円
）

指
導
者　

日
赤
家
庭
看
護
法
指
導
員

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

は
が
き
に
会

場
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
日
赤
埼
玉
県
支
部　

救

急
法
係
（
〒
３
３
０
ー
０
０
６
２　

さ

い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
３
ー
２
ー
23　

☎
０
４
８
ー
８
２
９
ー
２
６
８
１
）
に

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

け
が
人
、
急
病
人
の
応
急
手
当
の
方

法
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

と　

き　

６
月
７
日
㈫
･
９
日
㈭
・
11

日
㈯
・
14
日
㈫
・
16
日
㈭
・
18
日
㈯
・

21
日
㈫
・
23
日
㈭
・
25
日
㈯　

午
後
６

時
〜
９
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
（
野
坂
町
）

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人

費　

用　

３
，
０
０
０
円 

（
教
本
･
教

材
費
）

指
導
者　

日
赤
救
急
法
指
導
員

そ
の
他　

全
日
程
出
席
し
た
人
に
は
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
『
受
講
証
』、
検

定
合
格
者
に
は
『
救
急
員
認
定
証
』
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

申
込
み　

社
会
福
祉
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
２

と　

き　

平
成
17
年
５
月
〜
平
成
18
年

２
月
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

（
全
10

回
・
毎
月
１
回
平
日
開
催
）

と
こ
ろ　

県
庁
・
さ
い
た
ま
新
都
心
周

辺
（
い
ず
れ
も
さ
い
た
ま
市
）

対　

象　
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人

内　

容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に

景
観
を
主
体
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考

察
・
検
討

費　

用　

９
，
０
０
０
円

定　

員　

80
人
（
申
込
順
）

申
込
み　

４
月
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
は
が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
・
興
味
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
分
野
を
明
記
し
て
、
県
土
づ

く
り
企
画
室
（
〒
３
３
０
ー
９
３
０
１

所
在
地
記
入
不
要
。
☎
０
４
８
ー

８
２
４
ー
２
１
１
１
（
代
表
））
へ
。

と　

き　
４
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

内　

容

①
開
講
式

②
講
演
会

　
「
ち
ち
ぶ
学
概
論
ー
秩
父
に
学
ぶ
ー
」

講　

師　

秩
父
市
文
化
財
保
護
審
議
委

員
会
委
員　

千
嶋　

壽
先
生

参
加
費　

無
料

申
込
み　

電
話
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22
ー
０
４
２
０
（
直
通
）

と　

き　

５
月
７
日
㈯
、
10
月
15
日
㈯

集　

合　

午
前
９
時
に
秩
父
演
習
林
事

務
所
（
日
野
田
町
）
に
集
合

内　

容　

ブ
ナ
類
の
観
察
、
林
内
散
策

定　

員　

10
人
（
抽
選
、
２
日
と
も
参

加
を
優
先
）

参
加
費　

１
日
１
，
０
０
０
円
（
保
険

料
ほ
か
）

申
込
み　

４
月
22
日
㈮
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
日
を
明
記
し
て

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
（
〒
３
６
８
ー

０
０
３
４
秩
父
市
日
野
田
町
１
ー
１
ー

赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会

日
本
赤
十
字
社
公
認

救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

彩
の
国
都
市
づ
く
り

ア
カ
デ
ミ
ー

　
　

〜
求
む
！
景
観

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
〜

平
成
17
年
度

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー

開
講
式
・
公
開
講
座

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

奥
秩
父
の
ブ
ナ
林
を
学
ぼ
う

武
甲
山
資
料
館

チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
の
展
示

ち

ち

ぶ

朝

市
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平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後7時30分～10時30分）

４
月
10
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（  小  ）

熊木町
皆野町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎62－4585
☎23－0611
☎52－3121

４
月
17
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
健 生 堂 病 院
増 成 医 院

（内･小）
（外･内）

（外･内･皮フ）

熊木町
下影森
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎22－1801
☎22－0270
☎52－2026

４
月
24
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎23－1300
☎22－3022
☎52－3121

４
月
29
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（  内  ）

熊木町
日野田町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎22－3000
☎23－0611
☎52－3121

５
月
１
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（外･内･消）

（内･小）

熊木町
皆野町
小鹿野町
鬼石町

☎23－8561
☎62－0067
☎75－2332
☎52－2253

５
月
３
日

医師会休日診療所
荒 舩 医 院
健 生 堂 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（外･内）

熊木町
横瀬町
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎24－0160
☎22－0270
☎52－3121

５
月
４
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 病 院
増 成 医 院

（内･小）
（脳外･内）

（外･内･皮フ）

熊木町
永田町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎21－2330
☎22－3022
☎52－2026

５
月
５
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
本 町
小鹿野町
鬼石町

☎23－8561
☎25－2711
☎75－2332
☎52－3121

５
月
８
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･呼）

熊木町
小鹿野町
中村町
鬼石町

☎23－8561
☎72－7447
☎25－0311
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（鬼石町を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

講
座
期
間　

６
月
か
ら
３
年
間
（
毎
月
第

２
・
第
４
木
曜
日
10
時
〜
15
時
）

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

内　

容　

秩
父
銘
仙
に
関
す
る
講
義
、

機
織
等
の
実
技
指
導
な
ど

費　

用　

月
５
，
０
０
０
円
程
度

定　

員　

10
人
程
度
（
選
考
）

申
込
み　

封
書
に
て
住
所
、
氏
名
を

明
記
し
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

（
返
信
先
明
記
、
80
円
切
手
を
貼
付
）

埼
玉
県
観
光
振
興
室
（
〒
３
３
０
ー

９
３
０
１
所
在
記
入
不
要
）
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
25
日
㈪
（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
観
光
振
興
室

　

☎
０
４
８
ー
８
３
０
ー
３
９
５
５

と　

き　

５
月
28
日
〜
６
月
25
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
み　

５
月
21
日
㈯
午
後
５
時
ま

で
に
、
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
ー

４
０
０
４
）
ま
た
は
、
左
記
事
務
局
へ
。

※
当
日
ま
た
は
開
講
途
中
の
参
加
可
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

事
務
局　

岡
崎
ト
キ
子
宅

　

☎
23
ー
９
７
６
５

22
ー
７
９
４
１

※
申
込
み
用
紙
は
、
事
務
局
か
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
可
）

と　

き　

４
月
24
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム　

１
チ
ー
ム
４
人
以
上
（
男
女

混
合
可
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月
17
日
㈰
ま

で
に
、
秩
父
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

吉
村
コ
ト
メ
宅
☎
24
ー
６
５
９
４
へ
。

と　

き　

４
月
24
日
㈰
、
５
月
８
日
㈰
、

22
日
㈰
、
６
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
プ
ー
ル
サ
イ
ド
周
辺
特
設
会
場

問
い
合
わ
せ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
☎
22
ー
８
１
１
１

と　

き　

５
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ　

吉
田
石
間
交
流
学
習
館
・
い

ち
ご
生
産
農
家

内　

容　

い
ち
ご
摘
み
と
ジ
ャ
ム
作
り

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
車
で
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費　

用　

２
，
０
０
０
円
（
学
習
館
見

学
・
昼
食
・
元
気
村
入
浴
券
・
保
険
代

含
む
）

定　

員　

30
人

申
込
み　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
５
月
９
日
㈪

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９
ー

１
５
９
２
下
吉
田
６
５
８
５
ー
２
☎
72

ー
６
０
８
３

77
ー
１
５
２
９
）
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

３
月
に
、
市
民
課
か
ら
旧
秩
父
市
内

に
回
覧
し
ま
し
た
「
平
日
夜
間
・
最
終

日
曜
日
窓
口
受
付
の
お
知
ら
せ
」
の
中

で
、
毎
月
最
終
日
曜
日
の
開
庁
時
間
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤　

午
後
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

正　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
担
当

　

☎
22
ー
５
３
４
８
（
直
通
）

市
民
課
よ
り
訂
正
の
お
知
ら
せ

秩ち

ち

ぶ父
銘め

い
せ
ん仙

技
術
継
承
者

育
成
講
座

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

森
の
市
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

を
開
催
し
ま
す

い
ち
ご
摘
み
と

ジ
ャ
ム
作
り
体
験
に

出
か
け
ま
せ
ん
か

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
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〒
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再
生
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大
豆
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イ
ン
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で

作
製
し
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お
り
ま
す
。

　荒川日野地内にある水芭蕉園では、今年も
純白でかれんなミズバショウが顔を出すこと
でしょう。
　４年前に奥秩父観光協会が休耕田を活用し
て苗を植えて整備したもので、面積は約2,500
平方メートル、ミズバショウは1,500株あり
ます。
　ライトアップは、開花している間の日没か
ら午後９時まで行います。あぜ道と木橋を歩
きながら観賞してみてはいかがでしょうか。

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課　 ☎22－2202（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1208

　３月６日、宮地屋台保存会が、新潟県中越
地震で被害を受けた山古志村の人たちを激励
しようと、仮設住宅のある長岡市を訪れ、秩
父屋台囃子の演奏と宮地子ども歌舞伎による
秩父歌舞伎を披露しました。
　これは、宮地屋台の車輪が山古志村で切り
出されたケヤキでできていたことが縁で、激
励訪問を計画。「がんばれ山古志　宮地屋台
保存会」を結成し、今回の公演が実現しました。
　また、激励訪問の際には、宮地屋台関係者
で集められた義援金も手渡されました。

　大滝中学校の校庭にフットサルコートが完
成し、３月６日、その完成記念として６チー
ムの参加により大会が開催されました。
　前日の雪が残るなか、新しい人工芝のコー
ト上で闘志あふれるプレーが随所に見られ、
完成記念にふさわしい大会となりました。
優勝　ONC
（参加チーム）滝沢ユナイテッド、ＦＣ　
LOOP　A、大滝村役場、レアル滝沢ダム、
ＦＣ　LOOP　B

大滝中学校に大滝中学校に
フットサルコートが完成！フットサルコートが完成！

　３月21日、吉田取方総合運動公園において、
浦和レッズハートフルクラブのメンバーを講
師に迎え、サッカー教室が行われました。
　当日、指導を受けた吉田ＦＣ（フットボー
ルクラブ）の子どもたちは、浦和レッズで活
躍した選手の技を見逃すまいと、目を輝かせ
ながら一生懸命練習に励みました。
　本物の技を目の前で見、共にボールを追い
かけた経験は、子どもたちをさらにサッカー
に夢中にさせたようでした。

ライトアップされるライトアップされる
「水芭蕉」開園は４月中旬「水芭蕉」開園は４月中旬

宮地屋台保存会が新潟県山古志村宮地屋台保存会が新潟県山古志村
の激励に長岡市で公演の激励に長岡市で公演

ひとつのボールが「こころ」をつなぐひとつのボールが「こころ」をつなぐ
浦和レッズのサッカー教室開催浦和レッズのサッカー教室開催

写真提供：山口清文氏写真提供：山口清文氏

吉田FCホームページアドレス吉田FCホームページアドレス
http://www.geocities.jp/yfcbykk/http://www.geocities.jp/yfcbykk/


	

